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◆と　き／4月21日㈰ 13時30分～
◆ところ／役場本庁東館２階 大集会室
◆内　容／３月定例会報告・意見交換など
◆主　催／安芸太田町議会
　皆さんのご参加をお待ちしています。
●問い合わせ先
　　安芸太田町議会事務局　☎28−1965

　地域おこし協力隊イベント「小さな町の森マ
ルシェ2024 in 安芸太田町」を開催します。
　山々に囲まれた自然いっぱいの場所で緑に癒
されながら、食べて・遊んで・泊まれるマルシ
ェとなっており、催し物もたくさんあります。

◆と　き／4月20日㈯・21日㈰
◆ところ／杉の泊ホビーフィールド
　　　　　（すぎまりキャンプ場）

今月の表紙

議会報告会議会報告会 開催のお知らせ開催のお知らせ
～現状と課題・今後～現状と課題・今後にに 　　　　　　　　

ついて一緒に語ろうついて一緒に語ろう～～ 　　　　

地域おこし協力隊イベント地域おこし協力隊イベント

小さな町の小さな町の森マルシェ森マルシェ
20242024  in 安芸太田町in 安芸太田町

■と　き／4月28日㈰ 

■ところ／旧殿賀小学校
■受　付／8:00　出　発／8:30
■コース／2㎞・4㎞　■参加費／100円

第159回第159回

月例月例ウォーキングウォーキング

令和６年度予算
長期総合計画
各種補助制度のお知らせ
トピックス
くらしの情報

4～ 8

　　　　11
13～17
18～21
26～28

満開を迎えた桜に包まれる安野花の駅公園

主な内容

今月のイベント

◦男　性／2,545人
◦女　性／2,914人
◦合　計／5,459人
◦世　帯／3,004世帯

人口情報（令和６年３月末時点）

当　番　医

４月
７日㈰　落合整形外科内科（整形外科）
14日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
21日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
28日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
29日㈪　安芸太田戸河内診療所（内科）

５月
３日㈮　安芸太田病院（救急サブセンター）
４日㈯　安芸太田病院（救急サブセンター）
５日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
６日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
12日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
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令
和
６
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
予
算
は
総
額
１
４
１
億

１
千
５
百
万
円
と
前
年
度
予
算
に
比
べ

て
総
額
で
７
億
１
千
２
百
万
円
増
額
し

て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
橋
本
町
政
の

総
決
算
と
も
言
え
る
今
年
度
の
予
算
、

そ
の
目
玉
は
「
定
住
促
進
住
宅
の
建
設

（
５
億
６
千
万
円
）」
で
す
。

　

人
口
減
少
対
策
を
最
優
先
課
題
と
し

て
き
た
私
と
し
て
、
本
町
の
移
住
定
住

の
ネ
ッ
ク
は
移
り
住
む
家
が
少
な
い
こ

と
に
あ
り
、
空
き
家
の
確
保
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
思
う
よ
う

に
確
保
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
回
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
新
し
い
町
営

住
宅
の
建
設
に
着
手
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
本
事
業
は
規
模
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
公
民
連
携
と
い
う
新
た
な
事

業
手
法
を
使
い
、
町
の
負
担
を
０
に
抑

え
て
い
る
点
も
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
住
民
の
利
便
性
向
上

に
向
け
、
３
月
号
で
ご
紹
介
し
た
「
新

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
（
５
千
万
円
）
の

実
現
」
も
４
年
間
の
取
り
組
み
の
集
大

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

使
い
方
は
基
本
的
に
定
額
タ
ク
シ
ー

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
予
約
を
30
分
前
ま

で
に
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
気

を
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
一
回
あ
た

り
の
運
賃
は
５
０
０
円
、
か
つ
回
数
制

限
の
な
い
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
教
育
大
綱
の
改
定

に
向
け
た
議
論
も
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
の
指
摘
も
踏
ま
え
、
本
町
の
子

ど
も
た
ち
に
、
「
も
っ
と
本
町
ら
し
い

体
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
」、「
子
ど
も

た
ち
の
好
奇
心
や
愛
郷
心
を
引
き
出
し

た
い
」
と
の
思
い
で
新
規
事
業
「
特
色

あ
る
体
験
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」
を

始
め
ま
す
。

　

も
り
か
を
使
っ
た
取
り
組
み
も
進
め

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
で
も
り
か
マ
ネ
ー
が
付
与
さ
れ

る
事
業
を
始
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
も
大
き

な
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

や
公
共
施
設
の
整
理
・
合
理
化
に
取
り

組
む
た
め
の
予
算
（
８
千
９
百
万
円
）

も
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
「
旧
Ｊ
Ｒ
滝
山
川
橋

梁
の
撤
去
」
が
完
了
す
る
予
定
で
す
し
、

「
加
計
ス
マ
ー
ト
IC
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー

化
」
に
つ
い
て
は
設
計
に
、
「
道
の
駅

周
辺
再
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
設
計

・
施
工
に
入
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
予
算
は
、
必
要
な
事
業
を
厳

選
し
た
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
結

果
と
し
て
私
が
編
成
し
た
中
で
は
最
大

規
模
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、

本
格
的
な
回
復
過
程
に
あ
る
中
で
、
国

も
県
も
、
今
年
度
を
重
大
な
転
換
点
と

位
置
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
最
高
に
近

い
大
型
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
も
節
目
と
な
る
年
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

令和６年度予算

vol.41

橋本　博明
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■デジタル技術を活用した生活環境の改善
　新公共交通システム、バスアプリ機能
　拡張、健康づくりポイント付与など 69百万円

令和令和66年度当初予算年度当初予算

令
和
令
和
６６
年
度
の
安
芸
太
田
町

年
度
の
安
芸
太
田
町

の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
　

の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
　

（対前年度比 +7億12百万円 +5.3%）

（対前年度比 +4億24百万円 +5.2%）

（対前年度比 ▲6億36百万円 ▲21.17%）

（対前年度比 +9億25百万円 +41.17%）

全 体 予 算
◆予算規模

一 般 会 計
特 別 会 計
公営企業会計

141億15百万円

85億75百万円

23億70百万円

31億70百万円

【戦略的重点プログラム】

１「住み続けたい、住んでみたい」まちづくりの継続　 《総額15億58百万円》

３ 行財政運営のスリム化　　　　　　　　　　　　　　　　 《総額89百万円》

■U IJターンしたくなる住宅の整備　
　定住促進住宅整備事業（PFI事業）、
　子育て世帯定住応援制度など

■デジタルトランスフォーメーションや公民連携への挑戦　
　議会タブレット会議システム、ガバメントクラ
　ウドへの移行、PFI事業アドバイザリーなど

■「自然を活かした」魅力ある産業の育成
　祇園坊柿ブランド化、営農法人立ち上げ支援、
　わがまちスポーツ（ウォーターアクテ
　ィビティ）など

■「自然を活かした」魅力ある産業の育成（再掲）
　祇園坊柿ブランド化、営農法人立ち上げ支援、
　わがまちスポーツ（ウォーターアクテ
　ィビティ）など

■地域包括ケアシステムの更なる充実
　健康増進計画策定、安芸太田病院施
　設改修、地域支援事業など

■公共施設の整理・合理化の具体化　
　公共施設等総合管理計画の推進、
　町営住宅あり方検討など

■災害に強いまちづくりの推進
　加計スマートICフル化事業、旧JR
　河川橋梁撤去、防火水槽整備など

■地域の活性化に繋がる施設の整備　　
　道の駅周辺再整備、筒賀地区多世代
　交流事業、セラピーロード整備など

573百万円

88百万円

131百万円

131百万円

578百万円

121百万円

1百万円

86百万円

　

令
和
６
年
度
の
全
会
計
に
お
け

る
予
算
総
額
は
、
１
４
１
億
１
５

０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
７
億

１
２
０
０
万
円
の
増
（
５
・
３
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
戦
略
的
か
つ
重
点

的
に
取
り
組
む
事
業
と
し
て
位
置

付
け
た
「
戦
略
的
重
点
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
つ
い
て
は
、「『
住
み
続
け

た
い
、
住
ん
で
み
た
い
』
ま
ち
づ

く
り
の
継
続
」
と
し
て
、
人
口
減

少
対
策
な
ど
６
つ
の
分
野
に
総
額

15
億
５
８
０
０
万
円
、
「
新
・
長

期
総
合
計
画
を
見
据
え
て
～
次
期

計
画
の
土
台
づ
く
り
～
」
と
し
て
、

５
つ
の
分
野
へ
総
額
１
億
８
７
０

０
万
円
の
予
算
を
配
分
し
て
い
ま

す
。　

　

ま
た
「
行
財
政
運
営
の
ス
リ
ム

化
」
に
も
、
総
額
８
９
０
０
万
円

の
予
算
を
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
向
け
て
、
財
政
調
整
基
金
は
残

高
を
維
持
し
つ
つ
、
起
債
残
高
の

着
実
な
縮
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２ 新・長期総合計画を見据えて～次期計画の土台づくり～《総額1億87百万円》
■“水”を活かしたまちづくり　
　水環境の勉強会、上下水道公営事業
　の推進など

■“自然”を活かした教育環境の実現　　
　森のようちえん、特色ある体験活動
　事業、子ども子育て支援計画策定など

■健康づくりを通じたまちづくり　　
　わがまちスポーツ（もみじウォーク）、
　住民健診など

■脱炭素社会・地域循環型社会の追求　　
　特定地域づくり事業協同組合支援、
　moricaプレミアムキャンぺーン事業
　など

4百万円

6百万円

23百万円
23百万円

◆一般会計予算　85億7,500万円（対前年度比 +4億2,400万円 +5.2％）

◆特別会計等（９会計）55億4,022万円（対前年度比 +2億8,833万円 +5.49％）
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【歳　出】 （単位：万円、％）

項　　目 令和6年度 令和5年度 増減額 増減率

義 務 的 経 費 316,623 307,490 9,133 2.97
人 件 費 145,250 142,959 2,291 1.60
扶 助 費 39,408 37,032 2,376 6.42
公 債 費 131,965 127,499 4,466 3.50

投 資 的 経 費 90,500 48,780 41,720 85.53
普通建設費 89,300 48,779 40,521 83.07
災害復旧費 1,200 1 1,199 皆増

そ の 他 経 費 450,377 458,830 ▲8,453 ▲1.84
物 件 費 170,393 170,655 ▲262 ▲0.15
維 持 補 修 費 13,589 26,147 ▲12,558 ▲48.03
補助費など 184,458 141,081 43,377 30.75
積 立 金 41,529 47,298 ▲5,769 ▲12.20
投資及び出資金 0 0 0 -
貸 付 金 1,170 1,100 70 6.36
繰 出 金 37,238 70,549 ▲33,311 ▲47.22
前年度繰上充用金 0 0 0 −
予 備 費 2,000 2,000 0 0
合　　計 857,500 815,100 42,400 5.20

【歳　入】 （単位：万円、％）

項　　目 令和6年度 令和5年度 増減額 増減率
町 税 78,464 81,777 ▲3,313 ▲4.05
地方譲与税
各種交付金
など　　　

33,916 29,510 4,406 14.93

地方交付税 415,638 409,507 6,131 1.50
使 用 料
手 数 料
分 担 金
負 担 金

7,622 8,220 ▲598 ▲7.27

国庫支出金 74,926 53,619 21,307 39.74
県 支 出 金 44,021 45,838 ▲1,817 ▲3.96
財 産 収 入 4,448 3,252 1,196 36.78
寄 附 金 20,600 20,600 0 0.00
繰 入 金 69,846 68,213 1,633 2.39
諸収入など 13,779 7,844 5,935 75.66
町 債 94,240 86,720 7,520 8.67
合　　計 857,500 815,100 42,400 5.20

●町債残高（町の借金）の状況 ●財政調整基金残高（町の貯金）の状況
令和４年度末 103億1,490万円
令和５年度末（見込み） 99億1,382万円
令和６年度末（見込み） 95億8,121万円

令和４年度末 30億2,775万円
令和５年度末（見込み） 30億1,150万円
令和６年度末（見込み） 27億2,394万円

特別会計　23億6,974万円（対前年度比 ▲6億3,637万円 ▲21.17％）
国民健康保険事業 8億5,036万円 後期高齢者医療事業 1億8,239万円
介護保険事業 13億　950万円 介護サービス事業 1,734万円
筒賀財産区 1,002万円 内黒山財産区 13万円

公営企業会計　31億7,048万円（対前年度比 +9億2,470万円 +41.17％）
病院事業 21億9,790万円 簡易水道事業 3億1,744万円
下水道事業 6億5,514万円

◆
一
般
会
計

　

一
般
会
計
予
算
は
、
85
億
７
５
０
０

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
４
億
２
４

０
０
万
円
の
増
（
５
・
２
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
定
住
促
進
住
宅
や
道
の

駅
再
整
備
等
の
大
型
事
業
へ
の
補
助
金

に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
に
比
べ

て
２
億
１
３
０
６
万
円
の
増
、
歳
出
で

は
、
定
住
促
進
住
宅
整
備
や
道
の
駅
再

整
備
事
業
、
さ
ら
に
は
加
計
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
事
業
な
ど
の
影

響
に
よ
り
普
通
建
設
費
で
前
年
度
に
比

べ
４
億
５
２
１
万
円
の
大
幅
な
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
防
災

行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
事
業
の
償

還
開
始
の
影
響
も
あ
り
、
前
年
度
に
比

べ
て
４
４
６
６
万
円
の
増
で
13
億
１
９

６
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
会
計
等

　

特
別
会
計
等
の
予
算
総
額
は
、
55
億

４
０
２
２
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

２
億
８
８
３
３
万
円
の
増
（
５
・
４
９

％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
簡
易
水
道

事
業
と
下
水
道
事
業
が
公
営
企
業
会
計

へ
と
移
行
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た
影
響
に
よ
り
、
特
別
会

計
全
体
で
減
と
な
っ
た
一
方
で
病
院
事

業
を
含
む
公
営
企
業
会
計
総
額
は
大
幅

な
増
と
な
り
ま
し
た
。

◆一般会計予算　85億7,500万円（対前年度比 +4億2,400万円 +5.2％）

◆特別会計等（９会計）55億4,022万円（対前年度比 +2億8,833万円 +5.49％）

※
令
和
６
年
度
予
算
説
明
資
料
は
、

　

町
公
式
サ
イ
ト
に
て
公
開
中
。
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定住・人口対策

　子育て世代移住者の獲得と移住しやすい環境を整え
るため、子育て世代の移住者に対し、移住時の負担と
なる引っ越し費用の一部を補助します。

　世帯主等のいずれかが満40歳以下の世帯または満15
歳以下の子がいる世帯を対象として、町内に住宅を新
築、購入またはリフォームした場合に、その経費の一
部を補助します。

　子育て・教育における経済的な不安軽減、町内在住
者の転出抑制や公共交通維持のため、町内外の高等学
校、大学、専門学校への通学を対象として通学費の一
部を引き続き助成します。

　結婚したい住民の願いを叶える取り組みとして、結
婚支援センターを活用したマッチングや婚活の支援を
引き続き実施します。

　移住・定住を促進するとともに、快適な住環境を提
供し転出を抑制することを目的として「定住促進賃貸
住宅」を整備します。令和７年度からの賃貸開始をめ
ざし、PF I（公民連携）の手法により選定した事業者
による住宅建設と入居者募集を進めます。

　町に居住しながら、広島市など町外に通勤されてい
る方を対象に通勤に要する経費の一部を助成します。
　令和６年度から「moricaマネー」による助成とし、
通勤者応援と町の経済を活性化させるとともに、事業
効果の検証と次年度以降の事業のあり方を検討してい
きます。

【新規】子育て世代移住引っ越し助成事業
〈25万円〉

【継続】子育て世帯定住応援事業
〈775万円〉

【継続】通学応援助成事業（高等学校等）
　　　〈180万円〉

【継続】婚活サポート事業　　〈168万円〉

【新規】定住促進住宅整備事業（PFI事業）
〈5億5,654万円〉

【継続】町外通勤者応援助成事業
　　　〈606万円〉

主要事業を紹介します主要事業を紹介します

社会基盤・防災・防犯

　国土交通省から新規事業化個所と選定された加計ス
マートICについて、令和６年度は、詳細設計に必要な
地質調査とNEXCO西日本が発注する詳細設計に着手
します。

　筒賀地域における拠点施設が将来整備された時に、
円滑な利用を可能とするため、各地域団体との連携や
地域のサポートリーダーの発掘、集いやすい多世代交
流イベントの開催を先行して取り組みます。また、筒
賀拠点施設整備計画の実現に向け、公民連携による事
業可能性調査など基本構想の推進を図ります。

【継続】加計スマートICフルインター化事業
　〈2,200万円〉

【継続】筒賀地域交流拠点推進活動
（ソフト事業） 　 　　〈45万円〉

　老朽化の進んでいる消防屯所（殿賀地区）の建替え
計画に基づく実施設計業務や消防水利を喪失している
地区（筒賀萩原地区）に防火水槽を設置します。
　また、防災啓発事業として自衛隊の被災地支援活動
のパネルや自衛隊車両等の展示、災害時の炊き出し喫
食体験などの啓発事業を行います。

【継続】消防活動支援等　 　〈2,521万円〉

　令和５年度から撤去工事に着手しています旧ＪＲ滝
山川河川橋梁について令和６年度の完了に向けて引き
続き撤去工事を実施します。
　工事にあたっては、国の河川浚渫事業と連携し事業
費や工期の縮減を図っていきます。

【継続】旧JR河川橋梁撤去事業
　　　〈2億868万円〉



7 広報安芸太田　令和６（2024）年　４月号

主要事業を紹介します主要事業を紹介します

健康・医療・福祉

　健康推進事業として健康づくりポイントを創出し、
morica（もりか）アプリを活用してウォーキング（有
酸素運動）に取り組む人や、特定健診・歯周疾患健診
受給者にmorica（もりか）ポイントを付与します。
　また、血圧指導対象者には保健指導と併せ、自らが
家庭で血圧管理（測定）することに対してもポイント
付与します。

　新型コロナワクチン接種の特例臨時接種が終了し定
期接種へと移行するため、関係機関と連携して円滑な
接種体制に努め、感染拡大防止にかかる啓発を継続し
ます。また、インフルエンザ予防接種助成事業を継続
するとともに、風しん抗体検査事業、子宮頸がんワク
チン接種についても対象者に適切な情報提供と接種勧
奨を行います。

　「健康のまち」宣言における目標達成に向けて、住民への有酸素運動を中心とした運動習慣の普及と定着に努
め、運動体験講座やヘルスマイスターの育成など、住民の健康づくりを推進していきます。さらに県の「わがま
ちスポーツ」補助金を活用してウォーキング大会を開催し、幅広い健康運動の一層の普及を推進します。

【拡充】健康づくりポイント事業
〈601万円〉

【継続】疾病予防事業（新型コロナウイルス
感染症対策等）　　〈3,060万円〉

【継続】健康運動普及事業（わがまちスポーツ等）〈490万円〉

生活利便性・環境

　町内バスでも地域通貨moricaでのキャッシュレス
決済が可能となるよう機能拡張し、加えて公共交通の
分析システムの活用により、公共交通の利便性の向上
と効率的な運行を促進します。
　また、moricaアプリを活用して「PUSH型行政情
報通知サービス」「行政手続きオンライン申請」「高齢
者等見守りサービス」「防災アプリ連携」などのサー
ビスを展開します。

　町内の公共交通については、「あなたく」と「定額
タクシー」を統合し、利便性の向上と財政負担の抑制
を両立させた町内全域を区域とする「新公共交通シス
テム」の運行を令和６年５月から開始します。
　また、広域路線バス（三段峡在来線）のフィーダー
化を見据えた移動手段の確保、維持について引き続き
検討していきます。

【継続】バス路線運行事業（路線バス・新公
　　　共交通システム等）

　　　〈1億6,540万円〉

【拡充】地域通貨moricaの推進（バスアプ
　　　リ導入等）　　　　　　〈917万円〉

子育て・教育・次世代育成

　本町らしい教育の実現をめざし議論をすすめてきた
新たな教育大綱を制定します。また、議論の中で取り
上げられた「森のようちえん」について、実現に向け
た環境整備を行います。

【継続】新・教育大綱の実現　 〈302万円〉

　次代の安芸太田町を担う子どもの健やかな成長のた
めに、令和７年度から令和11年度の５年間を計画期間
とした「第３期安芸太田町子ども・子育て支援事業計
画」を策定します。

【新規】子ども・子育て支援事業計画策定
　　　〈300万円〉

　令和７年度全国高等学校総合体育大会（インターハ
イ）の登山競技開催地に安芸太田町が決定しました。
　本町での登山競技開催は、昭和52年以来48年ぶり２
回目となります。大会開催へ向け現地視察や関係機関
との調整を行い、準備を進めていきます。

　町内の自然を活かしたアクティビティ等の体験を通
じて、町内の小中学生が郷土愛を育み社会性や感性を
高める取り組みとして、新たに「体験」の機会を確保
するための補助事業を行います。

【新規】全国高等学校総合体育大会（インタ
ーハイ）開催準備 　　〈18万円〉

【新規】特色ある体験活動支援事業
　〈176万円〉



産業・観光・しごと

8広報安芸太田　令和６（2024）年　４月号

主要事業を紹介します主要事業を紹介します

　令和５年度に広島市より「あおし柿と干柿」で認定
を受けた「ザ・広島ブランド」を活用した高付加価値
化のため、祇園坊柿の出荷販売基準を定め、ブランド
価値向上を進めます。あわせて祇園坊柿の生産加工販
売団体について、法人化し事業の安定性と生産効率化、
継続性を確保します。
　また、地域商社あきおおたによる、地域特産品を活
用した加工品開発など特産品の振興を図ります。

【拡充】地域特産品生産・開発支援事業（ブ
　　　ランド化、法人化等）〈873万円〉

　地域通貨moricaの仕組みを活用することで、キャ
ッシュレス決済を可能とし、買い物客の利便性向上に
貢献するだけでなく、利用額に応じてポイントを付与
するキャンペーンを行うことで町内での消費を促し町
内経済活性化を図ります。

　温井ダム周辺エリアにおいて、民間事業者と連携し
て取り組むウォーターアクティビティを基軸とする誘
客事業について、HPやSNSを活用して情報発信を行
うとともに、受入人数の拡大や利便性向上のための環
境整備や龍姫湖まつりと連携したウェイクサーフィン
大会などのイベント開催に取り組みます。

　「森林環境譲与税」を活用して、町に委託希望の森
林について現況調査を行い、必要性に応じて間伐を進
めます。また、小規模林業研修を継続し、木材の搬出
による収入確保と農業や観光など他の仕事と組み合わ
せながら小規模林業に取り組める環境づくりを進めて
行きます。

　ひろしま活力事業は、新しく構築した新規就農者独
自研修制度において葉物野菜研修生を募集し、再スタ
ートを図ります。また、遊休農地を集約整備し、担い
手による露地栽培用農地への転換を図るとともに、小
規模農業者に対しては、独自小規模農業者認定制度に
より支援を行います。

　道の駅を町全体の観光・産業振興に貢献し続ける持
続可能な拠点するため、公民連携の事業手法（PF I）
により再整備を行い、令和９年度グランドオープンを
めざしています。
　令和６年度は、選定した民間事業者の提案内容を精
査したうえで施設整備から運営までの包括契約を締結
し、実施設計に着手します。

【拡充】就農者支援（担い手・小規模農業者
　　　支援等）　　　　　　　〈1,607万円〉

【継続】道の駅再整備 P F I 事業
〈6,521万円〉

【拡充】moricaプレミアムキャンペーン事業
〈850万円〉

【継続】わがまちスポーツ推進事業（ウォー
　　　ターアクティビティ）〈650万円〉

【継続】森林経営管理事業（小規模林業支援
　　　事業等）　　　　　 〈6,243万円〉

コミュニティ

　協働のまちづくりを推進するために、各自治振興会に対して交付します。
　令和６年度は、地域活動費の均等割りを見直し、活動に応じた補助金制度「地域づくり事業補助金」を創設し、
地域づくり活動の発展をめざしていきます。

【継続】地域自治振興交付金事業 〈1,860万円〉

行財政運営

　第２次安芸太田町長期総合計画や第２期まち・ひと
・しごと創生総合戦略が令和６年度で終期を迎えるこ
とから、これまで取り組んできた各施策の評価を取り
まとめるとともに、分野ごとの課題を明らかにしなが
ら、次期総合計画、総合戦略の策定を進めます。

　本町は令和６年10月で合併20周年の節目を迎えます。
この節目の年を祝い、次の10年につなげるための記念
行事を行います。記念式典やイベントなどを通じ、安
芸太田町に関わる多くの人々に愛着や誇りを持ってい
ただく機会とします。

【新規】第３次長期総合計画策定
〈245万円〉

【新規】合併20周年記念行事
〈150万円〉
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選挙特報選挙特報選挙特報選挙特報

5月19日㈰は選挙に行こう!
　５月19日㈰は、安芸太田町長選挙および安芸太田町議会議員補欠選挙の投票日です。
どちらも町民の代表者を選ぶ大切な選挙です。皆さんの貴重な一票を投じましょう。
　詳細は、広報５月号でお知らせします。

●問い合わせ先／安芸太田町選挙管理委員会　☎28−2111

場　　　所 期間・時間
安 芸 太 田 町 役 場 東 館

5月15日㈬～5月18日㈯
午前8時30分～午後8時

安芸太田町役場加計支所

安芸太田町役場筒賀支所

期日前投票

選挙公報の
配　布

　候補者の政見などを知るための選挙公報は、新聞折込みで選挙期日前日まで
に配布を予定しています。また、町公式サイトへ掲載するほか、役場本庁、各
支所、安野出張所でも配布しますので、ご利用ください。
　なお、新聞を購読されていない、新聞の折込みが入らないなどの理由により、
選挙公報の送付を希望される人には個別に郵送しますので、送付先のご住所・
お名前などを事前に選挙管理委員会までお知らせください。

投票日に仕事などで投票所に行けない人は、期日前投票ができます。
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●問い合わせ先／企画課　☎28−1972町内公共交通

新名称新名称「もりカー」「もりカー」
「新・公共交通システム」名称決定‼

「
も
り
カ
ー
」
利
用
方
法

◦
利
用
証
の
提
示

　
「
も
り
か
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
も

り
か
ア
プ
リ
」
を
運
転
手
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　

乗
車
時
に
１
回
と
、
降
車
時
に
１
回

（
計
２
回
）
の
読
み
込
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

「
も
り
か
マ
ネ
ー
」
ま
た
は
「
現
金
」

※
「
も
り
カ
ー
」
で
は
、
１
人
ず
つ
個

　

人
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

　

特
例
と
し
て
、
「
家
族
利
用
」
の
場

合
は
代
表
者
支
払
い
が
可
能
で
す
。

（
夫
婦
や
子
ど
も
連
れ
な
ど
）

◦
家
族
利
用
①

「
町
外
利
用
証
」
お
よ
び
「
も
り
か

ア
プ
リ
」
の
提
示

（
事
前
申
請
が
必
要
で
す
）

※
も
り
か
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

　

必
須
で
す
。

◦
運
行
開
始
日　

５
月
７
日
㈫

◦
定
額
タ
ク
シ
ー
と
の
主
な
違
い

①
運
賃（
１
人
）…
大　

人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

小
学
生
２
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　

６
歳
未
満
無
料

　

※
障
害
者
割
引
…
１
０
０
円

　

※
２
人
以
上
で
利
用
し
て
も
、
メ
ー

　
　

タ
ー
運
賃
に
関
わ
ら
ず
、
１
人
当

　
　

た
り
の
運
賃
は
５
０
０
円
で
す
。

②
利
用
回
数
…
制
限
な
し

③
予
約
時
間
…
30
分
前

④
あ
い
の
り
（
自
動
的
に
あ
い
の
り
と

　

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

⑤
途
中
立
ち
寄
り
…
な
し

町
外
者
利
用

支
払
い
方
法

代
表
者
支
払
い

「
も
り
カ
ー
」
運
用
開
始

◦
家
族
利
用
②

　

（
家
族
が
町
外
者
の
場
合
）

　

代
表
者
が
町
民
の
場
合
、
町
外
者
の

ご
家
族
は
同
乗
可
能
で
す
。
利
用
証
明

書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【２名乗車】大人２人【家族乗車】大人１人、子２人

【家族乗車】大人２人
（町外家族の同乗）

代表者
（大人）

代表者（町民）

子
（小学生）

町外の家族

子
（6歳未満）

500円＋250円＋0円
＝750円

500円＋500円
＝1,000円

500円 500円

「新・公共交通システム」の愛称募集に21件の応募をいただき、
その中から決定しました。
「もりカー」には、①みんなのもりみん・②もりかカー
ドで利用・③便利なタクシーの想いが込められています。

もりかカード

もりかアプリ



長期総合計画「わたしのまちづくりアンケート」集計②

　

【単数回答】
「まあ感じる」が約50％と最も高くなっています。
また、『感じる』（「感じる」「まあ感じる」の合計）
が約70％を占めています。

令和５年度
（900）

令和５年度
（900）

平成30年度
（1185）

平成30年度
（1185）

交通や買い物が
不便だから

昔から住んでいる
から

地域のしきたりや
つきあいが多いから

自然環境や景観が
いいから

よりよい生活環境
を求めて

地域の人間関係が
良いから

医療や介護サービス
　に不安があるから

都市（広島市）に
近いから

働く場所や仕事が
ないから

医療・福祉の環境
がよいから

災害や安全面の
不安があるから

防災面や防犯面で
安心だから

家の老朽化や
住宅がないから

子育てや教育の
環境がよいから

よりよい子育てや
教育環境を求めて

歴史・文化が
豊かだから

その他その他

無回答無回答

21.8

26.3

18.4

23.8

50.9

53.3

48.1

53.4

20.9

15.3

23.8

16.1

■感じる　■まあ感じる
■あまり感じない　■感じない　■無回答

■いつまでも住み続けたい　　■できれば住み続けたい　
■できれば他に移り住みたい　■すぐにでも移り住みたい
■無回答

0

0

00

20

20

2020

40

40

4040

60

60

6060

80

80

8080

100

100

2.8

2.8

2.2

3.7

71.566.0

34.243.1

27.237.0

26.616.3

24.79.8

24.75.3

17.73.6

12.02.5

12.78.1

1.32.6

68.964.8

37.040.4

27.936.6

33.313.6

34.27.8

25.15.6

7.84.9

9.12.7

12.86.4

8.23.9

2.4

4.3

　３月22日に長期総合計画審議会（第２回会議）を開催し、住民アンケートや、昨年実施した自治
振興会へのヒアリングなどから町の課題について協議していただきました。その課題を整理して長
期総合計画へ反映していきます。

　 　

　

【単数回答】
「できれば住み続けたい」が約50％と最も高くな
っています。また、『住み続けたい』（「いつまで
も住み続けたい」「できれば住み続けたい」の合
計）が約80％を占めています。

※「いつまでも住み続けたい」「できれば住み続け
　たい」と回答された方のみ回答
「昔から住んでいるから」が66.0％と顕著に高くな
っています。次いで「自然環境や景観がいいから」
（43.1％）、「地域の人間関係が良いから」（37.0％）
となっています。

※「できれば他に移り住みたい」「すぐにでも他に
　移り住みたい」と回答された方のみ回答
「交通や買い物が不便だから」が71.5％と顕著に高
くなっています。次いで「地域のしきたりやつきあ
いが多いから」（34.2％）となっています。
平成30年度調査と比較すると、「家の老朽化や住宅
がないから」が大きく上昇しています。

安芸太田町に住み続けたいと思いますか。

安芸太田町に誇りや愛着を感じますか。

住み続けたい理由 【複数回答、３つ以内】 他に移りたい理由 【複数回答、３つ以内】

（%）

（%）

（%）（%）

■令和５年度（158）
■平成30年度（219）

■令和５年度（717）
■平成30年度（915）

3.7

6.0

「わたしのまちづくりアンケート」について、前回に続き速報値として公表します。
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あ
な
た
の

あ
な
た
の
「「
献
血
献
血
」」
が
患
者
さ
ん
の

が
患
者
さ
ん
の
「「
い
の
ち

い
の
ち
」」
を
救
い
ま
す

を
救
い
ま
す

豪
華
な
謝
礼
あ
り
！

ラブラッド登録
【一般】

男　性 女　性
年　齢 17～69歳 18～69歳
体　重 50kg以上
体　温 37.5℃未満

◆場　　所／加計高等学校（駐車場あり）

◆受付時間／4月25日㈭ 10:00〜16:00（昼時間も受付可）
◎献血カードをお持ちください。
　（お持ちでない方は手続きのため、本人確認のできるものをお持ちください。）

※
基
本
的
に
は
４
０
０
㎖
の
受
付
に
な
り
ま
す
。

●
な
ぜ
４
０
０
㎖
献
血
が
必
要
な
の
？

　
例
…
８
０
０
㎖
を
輸
血
す
る
場
合

　
２
０
０
㎖
の
献
血
だ
と
４
人
の
協
力
が
必
要

　
で
す
。
輸
血
す
る
血
液
は
、
少
な
い
献
血
者

　
か
ら
の
方
が
低
リ
ス
ク
で
、
患
者
さ
ん
へ
の

　
負
担
が
軽
い
た
め
で
す
。

●
献
血
可
能
な
薬

　

（
当
日
服
用
も
大
丈
夫
で
す
）

　

•

血
圧
を
下
げ
る
薬

　

•

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
薬

　

•

尿
酸
値
を
下
げ
る
薬

　

•

ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬

　

•

漢
方
薬

　

•

サ
プ
リ
メ
ン
ト

●
左
記
に
該
当
す
る
方
は
献
血
が
で
き

　

ま
せ
ん
。

　

•

体
調
不
良
の
方

　

•

ピ
ア
ス
を
開
け
て
１
か
月
以
内
の
方

　

•

３
日
以
内
に
出
血
を
伴
う
歯
科
診
療

　
　
（
歯
石
除
去
含
む
）
を
受
け
た
方

　

•

海
外
か
ら
帰
国
し
て
４
週
間
以
内
の
方　

　

•

輸
血
や
臓
器
の
移
植
を
受
け
た
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
～
64
歳
の
間
に
献
血

　
経
験
の
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

※
当
日
の
問
診
に
よ
り
、
献
血
を
ご
遠
慮
い
た

　
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
、
症
状
軽
快

　
後
約
２
週
間
を
経
過
し
て
い
れ
ば
献
血
可
能

　
で
す
。

　
山
県
加
計
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
安

芸
太
田
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

ご
協
力
を
得
て
、
献
血
協
力
者
の
皆
さ

ん
へ
、
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

400㎖献血の主な基準

献血に協力してくれる加計高校生たち

◦
献
血
ｗ
ｅ
ｂ
会
員
サ
ー
ビ
ス

　
「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」

　

会
員
に
な
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

て
記
念
品
と
交
換
で
き
た
り
、
全
国
の

献
血
ル
ー
ム
で
献
血
予
約
が
で
き
る
等

特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は

　

https://w
w

w
.kenketsu.jp

●
問
い
合
わ
せ
先

　

◦
加
計
支
所　

☎︎
２
２−

１
１
１
１

　

◦
広
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

０
１
２
０−

１
５
０−

５
５
４

春春のの献血献血をを実実施施しますします
各種補助制度のお知らせ
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各種補助制度のお知らせ

子育て世帯定住応援補助金

町外通勤者応援助成事業
令和6年度からmoricaマネーでの支給になります。

通学応援助成事業

定住促進奨励制度

【制度の内容】定住の促進のため、子育て世帯の自宅の新築・購入・改修費用について予算の範囲
　　　　　　　内において補助金を交付します。

【制度の内容】安定した就労と定住促進のため、町外の職場へ通勤する
　　　　　　　ための費用の一部を助成します。

【制度の内容】町内外の高校・大学等への通学費の一部を助成します。

【制度の内容】定住促進のため、固定資産税の一部を助成します。

★新築、建売購入（500万円以上）の場合 …………… 100万円助成
★中古住宅の購入（150万円以上）の場合 …………… 50万円助成
★自己所有住宅の改修（100万円以上）の場合 ……… 改修費の1/3（上限65万円）助成
＋子育て加算／新築、建売、中古住宅を購入した方で、補助金申請日において、満15歳以下のお子
　　　　　　 　さんがいる世帯（出産予定の世帯も含む）…… お子さん1人につき20万円
＋町内事業者利用／新築、改修の際、町内業者を利用した場合 ……… 10万円を加算

★自宅から片道20km以上30km未満 ……… 3万円／年　5年間助成
★自宅から片道30km以上 ………………… 6万円／年　5年間助成
●対象者の要件／町外の就業場所へ通勤する方（15日以上／月）
※今年度、施策の効果検証を行い、今後の制度のあり方を見直します。

★公共交通利用（定期券・回数券購入費の一部）……… 加計高等学校（年額上限 32,000円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町外高等学校（年額上限 64,000円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 外 大 学 等（年額上限 64,000円）

★自家用車送迎（燃料費等の一部、住居から学校までの片道距離が３km以上）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　……… 通学距離に応じて助成（年額上限 64,000円）

★自転車利用（住居から学校までの片道距離が３km以上）……… 年額 7,000円

★固定資産税額（家屋）……… 1/2を10年間助成
●対象者の要件／新築住宅を建設または購入される満45歳以下の所有者、
　　　　　　　　もしくは満15歳以下の子どもがいる世帯
●賃貸住宅を３戸以上建設される場合（年齢制限なし）
※今年度、施策の効果検証を行い、今後の制度のあり方を見直します。

※子育て世帯とは…申請日時点において、夫婦のいずれかが満40歳以下の夫婦もしくは満15歳以下の子
　　　　　　　　　（妊娠期間中を含む）が同居する世帯

●問い合わせ先／企画課　☎28−2112

※補助に関するお問い合わせは各補助制度内の問い合わせ先へお問い合わせください。

（今年度から公務員の方も申請が可能になりました。）
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各種補助制度のお知らせ

区分 補助事業名 補助する事業の内容 補　助　率

農
業
関
係

転換水田整備事業 ●明暗渠排水施設の整備に要する経費を補助します。 事業費の4/10以内

営農用施設機械器
具整備事業　　　

●ビニールハウスの整備および更新に要する経費を
　補助します。
※規模30㎡以上の新設のビニールハウスの新規設置および張替。

事業費の1/2以内

畦畔改良整備事業 ●畦畔改良の整備に要する経費を補助します。 工事費の4/10以内

祇園坊柿買取価格
補償事業　　　　

●祇園坊柿の出荷に要する経費を補助します。
※安芸太田祇園坊柿加工販売協議会に出荷するものに限ります。 生柿80円/㎏

祇園坊柿苗木更新
植栽事業　　　　

●祇園坊柿の苗木を新たに購入する経費を補助します。
※JA広島市が取扱う苗木に限ります。 1/2以内

祇園坊柿新規植栽
促進事業【新規】

●耕作地および休耕地（田・畑）へ新たに祇園坊柿
　を植栽する場合に補助します。
※祇園坊柿を販売・出荷する目的に限ります。

20,000円/10a

祇園坊柿有害鳥獣
被害防止対策事業

●祇園坊柿のほ場に対する有害鳥獣による被害を防
　ぐために要する経費を補助します。
◆電気柵、トタン等の防護柵などを設置する場合。

事業費の7/10以内

収入保険掛金補助
事業　　　　　　

●青色申告者が加入する収入保険に要する経費を補
　助します。 事業費の1/2以内

林
業
関
係

流域森林整備事業
●造林保育事業（下刈り、除伐、枝打ち、雪起し、
　植栽、保育間伐、架線搬出間伐）を10a以上実施
　する際に実施経費を補助します。

県の造林事業
標準単価の1/10

ペレットストーブ等
購入促進補助事業

●町内の住宅等にペレット・薪ストーブを新たに購
　入設置する経費を補助します。

直接経費の1/3以内
（限度額有）

林地残材搬出奨励
金事業　　　　　

●林地残材を搬出した際の木材の購入に要する経費
　を補助します。
※太田川森林組合への登録・出荷が必要となります。

林地残材
１㎥当たり6,000円

自伐型林業普及支
援事業（木材流通
経費支援）　　　

●町内原木市場への出荷運賃に要する経費を補助し
　ます。
※出荷先は、広島林産中市協同組合に限ります。

1㎥当たり2,000円
伐採地から原木市場までの距
離により異なります。

被害木等処理事業
●人家、集会施設への被害の恐れのある場合および
　土砂災害等の危険性のある谷川において被害木等
　の伐採、整理に要する経費を補助します。

事業費の9/10以内

森林作業路整備事
業　　　　　　　

●森林作業路の開設および補修に要する経費を補助
　します。
※間伐施業に供することを要件とします。

開設　2,000円/m以内
補修　1,000円/m以内
規格（幅員）により変動します。

有
害
鳥
獣
関
係

有害鳥獣被害防止
対策事業　　　　

●有害鳥獣による農林水産物等への被害を防ぐため
　に要する経費を補助します。
◆電気柵、トタン等の防護柵などを設置する場合。
　実施においては個人、共同、集落により補助率が異なります。

事業費の5/10～8/10
以内
※要件により補助率が異なり
　ます。

野生鳥獣による生
活環境被害防止対
策事業　　　　　

●ツキノワグマ等の野生鳥獣を誘引するおそれのあ
　る未利用果樹の伐採に係る費用を補助します。
※幹の直径が15㎝以上の柿や栗等の果樹が対象

事業費の5/10以内
※１本あたり20,000円を限度
　とします。

狩猟者免許（第一
種・第二種・わな）
取得奨励事業　　

●狩猟者免許（第一種・第二種・わな）取得に要す
　る経費（受験料、講習会受講料等）
※町有害鳥獣捕獲班員になることを要件とします。

定額

●問い合わせ先
　産業観光課　☎28−1973

◆令和6年度「農業・林業・有害鳥獣」など
◎各種事業の申請は必ず事前に行うことが必要です。
　該当の事業を行うまでに必ずお問い合わせください。

安芸太田町独自小規模出荷農業者安芸太田町独自小規模出荷農業者
認定申請者を募集します認定申請者を募集します
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目　　的

認定要件

対象となる補助金

認定までの流れ

申請書類

安芸太田町独自小規模出荷農業者安芸太田町独自小規模出荷農業者
認定申請者を募集します認定申請者を募集します

　認定基準に達すると認められる小規模生産出荷農業者への支援を行い、野菜や果樹等の生産出荷
者の増を促し、所得向上と産直市等への出荷品目の充実強化を図ることを目的とします。

①安芸太田町内に住所・所在地がある個人・団体であること。団体に法人格の有無は問わない。
②安芸太田町内に耕作する農地を所有または利用権設定により借りている者で、かつ町内で栽培す
　る者であること。
③農業経営に必要な農機具および農業用施設を有している、もしくはこれから所有・貸借により利
　用することが可能と認められる者であること。
④野菜・山菜および果樹等の農産物を生産・出荷する個人・団体であること。なお、水稲のみの生
　産出荷は対象としない。
　また、年間売上げ目標のうち水稲が占める割合は20％（Ⅰ型10万円、Ⅱ型20万円）までとする。
⑤売上高には、自ら生産した農産物等の加工品の売上げを含めることができる。
　ただし、自ら生産は行わず加工品の生産のみでは認定しない。
⑥加工品は保健所の営業許可を受けている、または製造開始届を提出している者。

①認定申請書を記入し、産業観光課へ提出する。　
②安芸太田町農業委員会総会で審査する。
③農業委員会での審査結果を基に、認定の可否を申請者へ通知する。
④認定を受けた者は、下記の補助金の交付申請が可能となる（５年間有効）。　　

　産業観光課や各支所に申請様式を用意しています。
　町公式サイトにも、申請様式の電子データを掲載しています。

　認定基準のモデルは２種類あります。

認定モデル 年間売上目標 経営面積

Ⅰ型 50万円 約５a（約500㎡）

Ⅱ型 100万円 約10a（約1,000㎡）

補助金名 用　　途 Ⅰ　　型 Ⅱ　　型

農業担い手支援事業 農機具の購入（自動車および
水稲専用機械は対象外）

補助率1/2
補助金上限50万円

補助率1/2
補助金上限100万円

営農用施設機械器具
整備事業　　　　　 ビニールハウスの新設・更新 補助率1/2

補助金上限20万円
補助率1/2

補助金上限100万円

農業用資材補助事業 農業用資材の購入 補助率1/2
補助金上限５万円

補助率1/2
補助金上限10万円

●問い合わせ先／産業観光課　☎28−1973
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◆水洗化・浄化槽・アダプト活動など

安芸太田町アダプト制度

●問い合わせ先／建設課　☎ 28−1962

安芸太田町アダプト制度とは

対象となる活動　　　　　　

アダプト制度を利用するには

　安芸太田町が管理している町道・河川で学校や企業、地域の皆さ
んが行う清掃・草刈りなどの活動を町が支援する制度です。

　町が管理する町道・河川で行う、清掃・除草活動などが対象です。

　この制度を利用して活動するためには、事前にアダプト認定団体として登録する必要
があります。登録の際は申請が必要で、一定の条件があります。
　①地域住民や地域の企業などにより、構成されている団体であること
　②町が管理する町道で100m以上、河川で50m以上の区間を年３回以上活動実施可能
　　であること。
　③活動が営利目提で行われるものでないことなど、詳しくはお問い合わせください。

○家庭でできる生活排水対策について

○水洗化（下水道接続・合併浄化槽設置）へのお願い

○浄化槽設置補助

水質保全のために水質保全のために　　～生活排水対策と水洗化へのお願い～

　家庭からでる生活排水が河川などを汚す一番の原因で約７割を占めていると言われてい
ます。家庭でのちょっとした工夫が水質汚濁防止や下水道管の詰まり防止につながります。
　今日から家庭でできる生活排水対策に取り組みましょう。

　町では、生活環境の改善・河川などの水質保全を図ることを目的とし、町下水道への接
続（集合処理区）や合併浄化槽の普及に努めています。
　町下水道集合処理区域外の皆さんについては合併浄化槽の設置をお願いします。

　町では、下水道区域外にお住いの人で新たに合併浄化槽
を設置する人に対し補助金を交付しています。
　設置を希望される方は、事前にご相談ください。

◦台所では、食器や鍋の汚れは紙などで拭き取ったり、ヘラでかきとってから洗いましょう。
◦油の処理は古新聞などにしみこませて、燃えるごみとして捨てましょう。
◦食器を洗うときの洗剤は適量を使いましょう。
◦調理くずや食べ残しが流れてしまわないように、水切り袋などを使いましょう。

●問い合わせ先
　建 設 課　☎28−1963　　住 民 課　☎28−2116
　加計支所　☎22−1113　　筒賀支所　☎32−2121

　町では依然として、農業用水路などに生活排水が流入、水田などに流れ込んでいる情報が寄せら
れています。豊かな水環境保全のため、次のことについて皆さんの理解と協力をお願いします。

旧戸河内町
（豪雪地帯）

旧加計町
旧筒賀村

（非豪雪地帯）

５人槽 463,000円 442,000円

７人槽 597,000円 570,000円

10人槽 864,000円 828,000円

各種補助制度のお知らせ各種補助制度のお知らせ

広島県アダプト制度
マスコットキャラクター

アダピィ

活動団体募集!



17 広報安芸太田　令和６（2024）年　４月号

事　　業　　名 採　　択　　基　　準 補　助　率

公共用道路整備事業 新設・改良
災害復旧　

受益数　２戸以上
工事費　100万円を限度とし、７万円未満
　　　　は対象としない。
幅　員　2.0m以上（災害復旧は除く。）

工事費の5/ 10以内
（幅員2.0m未満に
ついては材料費の
5/ 10以内）

かんがい用排水施設
（ため池含む。）

新設・改良
災害復旧　

受益数　２戸以上
工事費　100万円を限度とし、10万円未満
　　　　は対象としない。

工事費の4/ 10以内

頭
とう

首
しゅ

工
こう

整 備 事 業
頭首工新設
・改良　　
災害復旧　

受益数　２戸以上
工事費　100万円を限度とし、10万円未満
　　　　は対象としない。

工事費の4/ 10以内

　公共用道路や農業用施設等の維持修繕と災害復旧のため、国や県の補助対象事業とならない事業　公共用道路や農業用施設等の維持修繕と災害復旧のため、国や県の補助対象事業とならない事業
に要する経費について予算の範囲内で補助金を交付します。に要する経費について予算の範囲内で補助金を交付します。

安芸太田町土木・耕地事業等補助金

◎各種事業の申請は必ず事前に行うことが必要です。
　該当の事業を行うまでに必ずお問い合わせください。また、各種
補助・助成金は令和７年３月31日までに完了する工事が対象です。
　また、予算には限りがあるため、早めの申請をお願いします。

◆令和6年度土木・耕地事業や住宅事業など

各種補助制度のお知らせ ※補助に関するお問い合わせは各補助制度内の問い合わせ先へお問い合わせください。

⑴　町内に本店または支店を有する施工業者が施工する工事
⑵　修繕や増改築の工事について、町の他制度の助成を受けていない者

⑴　安芸太田町内に存する木造建築物である空き家
⑵　建て替えを目的とした解体でないこと

⑴　安芸太田町内に存する木造戸建て住宅（併用住宅も含む）
⑵　昭和56年５月31日以前に工事着手されたもの
⑶　在来軸組構法または伝統的構法で建築されたもの
⑷　地階を除く階数が２以下であること
⑸　所有者等の居住実態が有るもの
⑹　本事業による補助を受けていないもの

住宅改修助成

空き家解体補助事業 

木造住宅耐震診断補助事業  

補 助 対 象 者

補 助 対 象 者

補 助 対 象 者

助成対象工事

助成対象工事

助成対象工事

補 助 内 容

補 助 内 容

補 助 内 容

自己の居住する住宅の修繕や増改築の工事（工事費50万円以上）をする方

空き家を解体しようとする者（所有者本人でない場合、所有者の同意が必要）

耐震診断を実施する住宅の所有者または所有者に準ずるもの

工事費に要する費用の10％の額かつ10万円を限度とする

解体に要する費用の1/ 3の額かつ50万円を限度とする

耐震診断に要する費用の1/ 3の額かつ３万円を限度とする

●問い合わせ先
　建設課　☎ 28−1962
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安
芸
太
田
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
は
、
３
月
３
日
に
広

島
市
で
行
わ
れ
た
第
18
回
白

木
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
に

て
、
８
チ
ー
ム
参
加
の
中
５

試
合
を
全
勝
に
よ
り
優
勝
し
、

大
会
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

安
芸
太
田
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
は
部
員
が
減
少
し
、

現
在
吉
和
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

と
合
同
で
試
合
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

新
規
加
入
部
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ

る
方
は
、
安
芸
太
田
町
体
育

協
会
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

教
育
課

☎︎
２
２−
１
２
１
２

白
木
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
優
勝
！

け
ん
み
ん
文
化
祭
芸
北
地
区

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
山
県
地
区
大
会

　

第
34
回
け
ん
み
ん
文
化
祭
芸
北
地
区

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
山
県
地
区
大
会
が
、

３
月
10
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
芸
太
田
町
か
ら
７
団
体
が
出
場
し
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
素

晴
ら
し
い
演
技
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
観
客
を
魅
了
さ
れ
、
本
町
の

「
玉

ぎ
ょ
く
す
い
り
ゅ
う

翠
流
翠す

い

滉こ
う

会か
い

安あ

芸き

太お
お

田た

」
が
最
優

秀
賞
に
、
「
光み

つ
や
ま
り
ゅ
う

山
流
櫻お

う

扇せ
ん

会か
い

美み
し
ょ
う晶
会か

い

」

が
優
秀
賞
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第
15
回
あ
き
お
お
た

　
　

ゲ
ー
ム
ハ
イ
キ
ン
グ

そ
ろ
ば
ん
教
室

　

優
秀
模
範
生
徒
表
彰

　

３
月
26
日
、
青
少
年
育
成
安
芸
太

田
町
民
会
議
主
催
の
「
第
15
回
あ
き

お
お
た
ゲ
ー
ム
ハ
イ
キ
ン
グ
」
が
開

催
さ
れ
、
町
内
の
小
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
お
よ
び
保
護
者
86
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
の
た
め
、
加
計
小

学
校
体
育
館
を
会
場
に
し
て
、
安
芸

太
田
町
郷
土
史
研
究
会
会
員
に
よ
る

加
計
地
区
の
史
跡
な
ど
の
説
明
や
、

〇
×
ク
イ
ズ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
し
て

参
加
者
同
士
で
交
流
を
深
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

３
月
19
日
に
、
賀が

樂ら
く

梅う
め

乃の

さ
ん
・
栗く

り

栖す

沙さ

弥や

さ
ん
が
、

公
益
社
団
法
人
全
国
珠
算
教
育
連
盟
か
ら
優
秀
模
範
生
徒

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
ろ
ば
ん
教
室
は
、
安
芸
太
田
町
教
育
委
員
会
が
、
町

内
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
毎
週
火
曜
日
18
時
か
ら
19

時
ま
で
「
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
、
栗く

り

栖す

貞さ
だ

文ふ
み

講
師
（
公
益
社
団
法
人
全
国
珠
算
教
育
連
盟
本
部
理

事
）
の
指
導
で
開
講
し
て
い
る
も
の
で
す
。



災
害
に
対
す
る
「
日
頃
か
ら
の
備
え
」

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
本
町
も
石
川

県
輪
島
市
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す

が
、
５
月
末
ま
で
の
支
援
継
続
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
や
っ
て
く
る
か

は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
た
め
、「
日
頃

か
ら
の
備
え
」
が
必
要
で
す
。

　

準
備
し
て
お
く
と
良
い
と
さ
れ
て
い

る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

①
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
ℓ
３
日
分
）

②
食　

糧
（
人
数
分
を
３
日
分
）

③
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

④
簡
易
ト
イ
レ

⑤
笛
（
ホ
イ
ッ
ス
ル
）

⑥
防
寒
具
・
ア
ル
ミ
毛
布

⑦
ラ
ジ
オ

（
Ａ
Ｍ
、
Ｆ
Ｍ
両
方
が
聞
け
る
も
の
）

⑧
靴
・
ス
リ
ッ
パ

⑨
ガ
ム
テ
ー
プ
・
軍
手

⑩
救
急
セ
ッ
ト

⑪
服
用
薬
・
お
薬
手
帳

⑫
懐
中
電
灯

　

能
登
半
島
地
震
が
き
っ
か
け
の
一
つ

と
な
っ
て
、
自
治
会
と
町
内
企
業
と
の

間
で
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
支
援

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

◦
自
治
会

　

地
縁
団
体　

上
本
郷
自
治
会

◦
町
内
企
業

　

株
式
会
社　

河
本
組

◎
協
定
の
内
容

　

災
害
時
な
ど
に
上
本
郷
地
区
の
避
難

所
で
あ
る
戸
河
内
交
流
セ
ン
タ
ー
が
長

期
間
停
電
し
た
際
に
は
、
㈱
河
本
組
が

所
有
し
て
い
る
大
型
電
源
設
備
を
優
先

的
に
貸
出
し
、
支
援
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

他
自
治
会
か
ら
も
企
業
と
の
支
援
協

定
の
ご
相
談
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
自
治
会
と
町
内
企
業
と
の
協

定
締
結
を
支
援
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
（
危
機
管
理
室
）

☎︎
２
８−

２
１
１
１

自
治
会
と
町
内
企
業
の
災
害
時
避
難
所
支

援
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た　
　
　
　
　

　

食
糧
は
特
別
に
備
え
て
お
く
の
で
は

な
く
、
カ
ッ
プ
麺
や
レ
ト
ル
ト
の
「
お

か
ゆ
」
な
ど
、
普
段
食
べ
る
機
会
の
あ

る
、
保
存
の
き
く
食
品
が
準
備
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
糧
や
飲
料
水
は
、
普
段
の
生
活
で

目
に
つ
き
や
す
い
場
所
で
保
管
す
る
と

賞
味
期
限
を
確
認
し
な
が
ら
使
っ
た
り
、

買
い
足
し
が
可
能
で
す
。

　

持
ち
出
し
袋
に
入
れ
る
の
は
、
気
象

注
意
報
の
発
表
や
、
役
場
か
ら
避
難
の

準
備
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
時

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
備
え
る
べ
き

食
品
は
違
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
も
の

を
準
備
す
る
か
を
話
す
こ
と
も
「
災
害

に
備
え
る
」
と
言
え
ま
す
。
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恐
羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
に
て
、
山

県
警
察
署
と
合
同
で
雪
中
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
雪
山
で
の
捜
索
活
動

を
想
定
し
、
か
ん
じ
き
を
装
着
し
た

歩
行
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
本
郷
地
域
に
て
、
安
佐
北
消
防

署
安
芸
太
田
出
張
所
と
地
元
第
９
分

団
が
合
同
で
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
火
災
通
報
か
ら
出
動
、
鎮
火
ま

で
消
防
団
と
常
備
消
防
の
連
携
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、

分
団
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
区
域

で
車
両
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
防
火

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

◆
消
防
団
人
事

退
任
【
３
月
31
日
付
】

　

副
団
長　

栗く
り

栖す　

智と
も

典の
り

　
　

〃　
　

栗く
り

栖す　
　

貢み
つ
ぎ　

　

令
和
６
年
度
の
消
防
団
幹
部
の
人

事
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

団　

長　

栗く
り

原は
ら　
　

眞ま
こ
と
（
再
任
）

　

副
団
長　

植う
え

地じ　

秀ひ
で

穂ほ

（
再
任
）

　
　

〃　
　

片か
た

山や
ま　

豊と
よ

和か
ず

（
再
任
）

　
　

〃　
　

藤ふ
じ

田た　

賢け
ん

司じ

（
新
任
）

　
　

〃　
　

丸ま
る

山や
ま　

慶よ
し

正ま
さ

（
新
任
）

消
防
団
の
活
動
紹
介

消
防
団
の
活
動
紹
介

２
月
29
日
雪
中
訓
練　
　

３
月
３
日
放
水
訓
練　
　

３
月
３
日
防
火
パ
レ
ー
ド

　

昨
年
、
加
計
地
域
で
住
宅
火
災
が
発
生

し
た
際
、
火
災
現
場
付
近
に
居
合
わ
せ
た

町
民
と
人
材
育
成
交
流
セ
ン
タ
ー
「
黎
明

館
」
の
職
員
が
連
携
し
、
的
確
な
通
報
と

素
早
い
初
期
消
火
を
行
い
、
火
災
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
た
。

広
島
市
安
佐
北
消
防
署
長
か
ら　
　
　
　
　

　
　
　

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

（
右　
感
謝
状
を
受
け
取
る

　
　
　
　
佐さ

さ々

木き　
学ま

な
ぶ
さ
ん
）

　

こ
の
功
績
を
称
え
、
３
月
13
日
、
加
計

高
等
学
校
で
黎
明
館
を
運
営
す
る
公
益
社

団
法
人
青
年
海
外
協
力
協
会
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
×

３
の
代
表　

堀ほ
り

田た

直な
お

揮き

さ
ん
ほ
か
３
人
へ
、

広
島
市
安
佐
北
消
防
署
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

堀
田
代
表
は
石
川
県
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
、

リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

感
謝
状
の
贈
呈
後
、
加
計
高
校
の
生
徒
に

現
地
の
様
子
や
活
動
状
況
の
説
明
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
火
災

予
防
と
災
害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

21 広報安芸太田　令和６（2024）年　４月号



4月

人権
カレンダー
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性
犯
罪
・
性
暴
力
は
、
重
大
な
人
権

侵
害
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、
入
学
・
就
職
な
ど
に
伴
い
、

若
年
層
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、

被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で

あ
る
４
月
を
「
若
年
層
の
性
暴
力
被
害

予
防
月
間
」
と
定
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

若
年
層
に
届
き
や
す
い
広
報
媒
体
を
活

用
し
た
啓
発
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

相
手
の
同
意
の
な
い
性
的
な
行
為
は

性
暴
力
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
自
分
が
同
意
し

て
い
な
い
性
的
な
行
為
を
さ
れ
た
ら
、

そ
れ
は
性
暴
力
で
す
。
ひ
と
り
で
抱
え

込
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

性暴力の悩み、ひとりで抱え込まないで。ためらわずに、ご相談ください。
※プライバシーに配慮し、秘密は厳守されます。安心して相談してください。

●性犯罪・性暴力被害者のため
　のワンストップ支援センター
　（内閣府）　♯8891
●性犯罪被害相談電話（警察）
　　　 　　　♯8103
●性暴力に関するSNS相談
　「Cure time」（内閣府）
　https://curetime.jp/

●若年層　性暴力
　〈新生活を迎える皆さんへ〉
　　新生活が始まり、新たな環境を迎える
　方が多くおられますが、新たな人間関係
　を構築する上では、「誰もが大切な存在
　であり、違いを認め合い、互いを想い合
　う」ことが大切です。
【電話による相談】人権に関わる問題
　みんなの人権110番

　0570−003−110

　

こ
の
制
度
は
、
事
前
に
登
録
し
た
人

に
対
し
て
、
そ
の
方
の
住
民
票
の
写
し

や
、
戸
籍
謄
本
な
ど
の
証
明
書
を
本
人

の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、

証
明
書
を
交
付
し
た
と
い
う
事
実
を
通

知
す
る
制
度
で
す
。

　

不
正
取
得
に
よ
り
、
身
元
調
査
な
ど

が
行
わ
れ
、
個
人
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

に
悪
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
・
抑
止
す

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
個
人

番
号
カ
ー
ド
・
旅
券
等
）
を
持
っ
て
役

場
本
庁
住
民
課
・
各
支
所
住
民
生
活
課

へ
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
に
係
る
登
録
型

本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

本
人
（
登
録
者
）

安
芸
太
田
町

本
庁
住
民
課

各
支
所
住
民
生
活
課

②請求
住民票の
写しなど

③交付 ④通知

①登録代
理
人
・
第
三
者

司
法
書
士
・
行
政
書
士
な
ど

の
特
定
事
務
受
任
者
を
含
む

性犯罪・性暴力被害者のための相談窓口

「
誰
か
」
の
こ
と

じ
ゃ
な
い
。

令
和
５
年
度　
人
権
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー　

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

本
庁
住
民
課
☎︎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎︎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎︎
３
２−

２
１
２
１

な
く
そ
う
、
性
暴
力
・
悪
い
の

は
加
害
者
。
相
談
し
や
す
い
社

会
を
み
ん
な
で
作
ろ
う
。

フリー
ダイヤル

若
年
層
の
性
暴
力
被
害
予
防
月
間

２
日　

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

２
～
８
日　

発
達
障
害
啓
発
週
間
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所得段階 対　　　　象　　　　者 基準額に
対する割合

年　　額
（単位 : 円）

第１段階
•生活保護受給者、老齢福祉年金受給者

•世帯全員が市町村民税非課税で、本人の課税年金収入
　額および合計所得金額の合計が、80万円以下の人

0.285 22,230

第２段階
•世帯全員が市町村民税非課税で、本人の課税年金収入

　額および合計所得金額の合計が80万円を超えて120
　万円以下の人

0.485 37,830

第３段階
•世帯全員が市町村民税非課税者で、第１段階と第２段

　階対象者以外の人（120万円を超える人）
0.685 53,430

第４段階
•世帯に市町村民税課税者がいるが、被保険者本人は市

　町村民税非課税で、本人の課税年金収入額および合計

　所得金額の合計が80万円以下の人
0.90 70,200

第５段階第５段階
（基準額）（基準額）

•被保険者本人が市町村民税非課税で、第４段階対象者•被保険者本人が市町村民税非課税で、第４段階対象者

　以外の人　以外の人
基準額基準額 78,00078,000

第６段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が120万円未満の人
1.20 93,600

第７段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が120万円以上210万円未満の人
1.30 101,400

第８段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が210万円以上320万円未満の人
1.50 117,000

第９段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が320万円以上420万円未満の人
1.70 132,600

第10段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が420万円以上520万円未満の人
1.90 148,200

第11段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が520万円以上620万円未満の人
2.10 163,800

第12段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が620万円以上720万円未満の人
2.30 179,400

第13段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が720万円以上の人
2.40 172,025

●問い合わせ先／健康福祉課　介護保険係　☎25−0250

　介護報酬の改定、高齢化の進展に伴うサービス受給者の増加で認知症対策、介護サービス等の充

実および質の向上も求められていますが、検討した結果、第９期（令和６年度から令和８年度）の

基準額は、これまでと同じ6,500円（月額）となりました。

　今回も、不公平感の解消と応益性を高めるために、国の方針により、所得の段階区分を11段階か

ら13段階に改定し、併せて低所得高齢者に対する保険料の軽減強化も図っています。

　介護保険制度の円滑な運営のため、これからも介護保険料納入へのご協力をお願いします。

第9期（令和6年度から令和8年度）の安芸太田町介護保険料が決まりました!

第第１１号保険者（号保険者（6565歳以上）歳以上）のの介護保険料介護保険料第第１１号保険者（号保険者（6565歳以上）歳以上）のの介護保険料介護保険料
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「
あ
き
お
お
た
い
む
」
写
真
募
集
の
お
知
ら
せ

　
　
指
定
管
理
者
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
右
表
の
指
定
管
理
者
が
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員
会
教
育
課（
生
涯
学
習
係
）
☎︎
２
２−

１
２
１
２

リ
ン
ク
先 

町
公
式
サ
イ
ト

　

本
町
公
式
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
あ

き
お
お
た
い
む（
町
民
時
計
）」
へ
掲
載
す
る
写
真
を

随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

安
芸
太
田
町
内
の
風
景
や
行
事
な
ど
、
あ
な
た
の

と
っ
て
お
き
の
１
枚
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

投
稿
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
の
上
、
投
稿
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
課　

☎︎
２
８−

１
９
６
７

　

所
有
者
が
わ
か

ら
な
い
土
地
の
増

加
が
公
共
事
業
や

災
害
復
旧
、
民
間

取
引
の
妨
げ
に
な

り
、
ま
た
管
理
さ

れ
ず
に
隣
近
所
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
な

ど
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
関
係
法

令
が
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

相
続
に
よ
り
不
動
産
の
所
有
権
を
取

得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
正
当
な
理
由
な
く
申
請

を
し
な
い
場
合
に
は
、
10
万
円
以
下
の

過
料
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
義
務
化
は
、
令
和
６
年

４
月
１
日
よ
り
前
に
発
生
し
た
相
続
に

も
適
用
さ
れ
ま
す
（
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
３
年
以
内
に
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
）。

　

土
地
や
建
物
の
不
動
産
を
所
有
し
て

い
る
人
、
相
続
し
た
が
ま
だ
登
記
を
し

■
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日
㈮
の

　

開
庁
日

■
場
所

　

税
務
課　

☎
２
８−

２
１
１
４

　

加
計
支
所　

☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所　

☎
３
２−

２
１
２
１

て
い
な
い
人
は
、
義
務
違
反
と
な
ら
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
続
登
記
の
義
務
化
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
広
島
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

（
☎︎
０
８
２−

２
２
８−

５
２
０
１
自
動

音
声
ガ
イ
ド
①
→
⑤
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
広
島
法
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://houm
ukyoku.m

oj.go.jp

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
度
固
定
資
産
税
名

寄
帳
兼
課
税
台
帳
の
閲
覧
お

よ
び
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

不
動
産
登
記
推
進
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　

「
ト
ウ
キ
ツ
ネ
」

施　
　
　

設

指
定
管
理
者

問
い
合
わ
せ

戸
河
内

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
一
社
）ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

☎
２
８

−

７
０
０
０

加
計
体
育
館　

わ
ん
ぱ
く
広
場

滝
山
川
交
流
広
場

（
公
社
）安
芸
太
田
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
２
２

−

１
１
１
７



　
　　

令
和
６
年
度
の
「
広
報
安
芸
太
田
」
と

「
安
芸
太
田
町
公
式
サ
イ
ト
」
に
掲
載
す

る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
お
店
や
商
品
、
事
業
所
な
ど

の
宣
伝
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
期
間
に
よ
っ
て
掲
載
料
を

次
の
と
お
り
割
引
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
募
集
期
間
は
、
令
和
６
年
５

月
か
ら
令
和
７
年
４
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
当
初
募
集
の
締
切
り
は
、

４
月
12
日
㈮
で
す
。
締
め
切
り
後
に
空
き

枠
が
あ
る
場
合
は
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

広
報
安
芸
太
田
・
町
公
式
サ
イ
ト
広
告
掲
載
募
集
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地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

以
下
の
と
お
り
、
職
員
の
懲
戒
処
分
を

行
い
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
は
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
公
営
企
業
会
計
に

移
行
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
が
必
要
に

な
る
た
め
、
４
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間

の
納
付
書
や
検
針
の
お
知
ら
せ
票
に
、

イ
ン
ボ
イ
ス
情
報
の
記
載
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
に
は
、

建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
６
月
以
降
の
納
付
書
等
に
は
、

新
た
な
イ
ン
ボ
イ
ス
情
報
を
記
載
予
定

で
す
。
ま
た
、
４
月
以
降
、
上
下
水
道

料
金
の
納
付
書
は
、
水
色
に
変
更
し
ま

し
た
。
支
払
い
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
（
上
下
水
道
係
）

　

☎︎
２
８−
１
９
６
３　

　
　
筒
賀
拠
点
整
備
計
画
策
定
委
員
会　

開
催

職
員
の
懲
戒
処
分
の
　
　

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

簡
易
水
道
事
業
と
下
水
道

事
業
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

Information

掲
載
期
間

割
引
率

４
～
６
か
月

20
％

７
～
９
か
月

25
％

10
～
12
か
月

30
％

種類・サイズ 掲載料
（月額）

【広報安芸太田】
毎号、表紙と裏表紙
以外のページ下段、
２ページ分を確保。

１号広告
縦4.5㎝×横17.8㎝ 8,000円

２号広告
縦5㎝×横8.7㎝ 4,000円

【公式サイト】
トップページに８枠
用意　　　　　　　

バナー広告
縦60ピクセル
横180ピクセル

5,000円

職員Ａ 職員Ｂ
処分年月日 令和６年２月28日 令和６年２月28日
所 属 課
室 名 衛生対策室 衛生対策室

役 職 名 主　査 室　長
年 齢 50歳 57歳

処 分 内 容 減給10分の１
（１か月） 戒　告

処分理由の
概 要

コンピュータの
不正利用 指導監督不適正

　

検
査
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
検
査
日
時

　

５
月
７
日
㈫
・
６
月
４
日
㈫

　

13
時
～
15
時

広
島
県
が
行
う
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
原
抗
体

・梅
毒
検
査・肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料

検
査
日
程
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　

◆
と　

き
／
４
月
24
日
㈬
14
時
か
ら

◆
と
こ
ろ
／
筒
賀
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
２
階　

大
広
間
）

◆
テ
ー
マ
／
基
本
構
想（
案
）に
つ
い
て

　

会
議
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

☎︎
２
８−

１
９
７
２

◇
検
査
場
所

　

広
島
県
庁　

農
林
庁
舎
１
階
診
察
室

　

（
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　

保
健
課
保
健
対
策
係　

　
　
　

☎︎
０
８
２−

５
１
３−

５
５
２
１
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令
和
６
年
度
の
社
会
福
祉
関
連
各
種
手
当
額

令
和
６
年
集
団
健
診
（
山
ゆ
り
健
診
）

　

障
が
い
の
程
度
や
ひ
と
り
親
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
手
当
の
給

付
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
所
得
額
に
応
じ
て
給
付
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
１
日
〜
４
月
１
日
ま
で
の
転
入
世
帯
へ
「
令
和
６
年
度
健
診
の
し
お
り
」

を
順
次
、
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
集
団
健
診
（
山
ゆ
り
健
診
）
の
申
込
期
限
を
延
長
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の
心
身

の
健
や
か
な
成
長
を
は
か
る
た
め
、
児

童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
の
た
め
に
支
給
し
ま
す
。

　

心
身
に
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
人
に

支
給
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
重
度
の
障
が
い
児
（
20
歳
未

満
）
の
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

知
的
障
が
い
ま
た
は
身
体
障
が
い
な

ど
が
一
定
以
上
の
状
態
に
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
施
設
入
所
や
３
か
月
以
上
入
院
し
て

　

い
る
場
合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

月
額
１
０
，７
４
０
〜　

４
５
，５
０
０
円

月
額
２
８
，８
４
０
円

月
額
１
５
，６
９
０
円

１
級　

月
額
５
５
，３
５
０
円

２
級　

月
額
３
６
，８
６
０
円

※
対
象
児
童
が
施
設
入
所
し
て
い
る
場

　

合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

●
詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
福
祉
課
・
福
祉
事
務
所　

☎︎
２
５−

０
２
５
０
ま
で
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

令
和
６
年
３
月
１
日
〜
４
月
１
日
ま
で
の

　

転
入
世
帯

　

（
令
和
６
年
度
末
年
齢
／
20
歳
以
上
）

●
申
込
方
法

　

同
封
の
申
込
書
を
返
信
用
封
筒
で
郵
送

●
申
込
期
限

　

４
月
23
日
㈫
必
着

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課　

☎︎
２
２−

０
１
９
６

※
「
個
別
健
診
（
人
間

　

ド
ッ
ク
・
サ
ク
ッ
と

　

健
診
）
」
の
受
付
は

　

終
了
し
ま
し
た
。
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乳
幼
児
等
医
療
機
関
通
院
な
ど
　
　
　

交
通
費
助
成
事
業
を
拡
充
し
ま
す

物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

支
援
給
付
金
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　

　

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

町
外
の
医
療
機
関
へ
通
院
ま
た
は
通
所
す
る
た
め
の
交
通
費
の
一
部
を
助
成
す

る
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
４
月
通
院
分
か
ら
拡
充
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

安
芸
太
田
町
乳
幼
児
医
療
費
支
給
の

資
格
認
定
を
受
け
た
乳
幼
児
な
ど
の
保

護
者

●
対
象
と
な
る
費
用

　

町
外
の
医
療
機
関
（
歯
科
・
調
剤
薬

局
を
除
く
）
な
ど
へ
通
院
ま
た
は
通
所

す
る
た
め
の
交
通
費

※
入
院
・
旅
行
や
帰
省
中
の
通
院
は
対

　

象
外

●
助
成
額

　

１
日
に
つ
き
１
，０
０
０
円

※
月
に
２
日
を
超
え
る
日
数
分

　
（
３
日
目
か
ら
）
の
助
成
【
拡
充
】

※
同
日
に
複
数
通
院
し
た
場
合
も
１
日

　

と
計
算

●
申　

請

　

申
請
様
式
と
以
下
を
役
場
窓
口
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金

◆
支
給
対
象

・
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住
民
税
が

　

均
等
割
の
み
課
税
者
で
構
成
さ
れ
る

　

世
帯
、
ま
た
は
令
和
５
年
度
住
民
税

　

が
均
等
割
の
み
課
税
者
と
均
等
割
非

　

課
税
者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

・
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
、
安
芸

　

太
田
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

※
世
帯
の
全
員
が
、
令
和
５
年
度
の
住

　

民
税
所
得
割
が
課
さ
れ
て
い
る
他
の

　

親
族
等
の
扶
養
を
受
け
て
い
る
世
帯

　

で
は
な
い
。

◆
給
付
額

　

１
世
帯
あ
た
り

10
万
円

※
受
給
は
１
世
帯
あ
た
り
１
回
限
り
で
す
。

②
子
育
て
世
帯
支
援
給
付
金

　

令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税

世
帯
及
び
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
に
対
す
る
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付

金
が
対
象
と
な
る
世
帯
の
う
ち
、
次
の

対
象
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
は
追

加
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

町
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

・
領
収
書
な
ど
受
診
し
た
こ
と
が
証
明

　

で
き
る
書
類

・
印
鑑

・
保
護
者
の
振
込
先
口
座
が
確
認
で
き

　

る
も
の

●
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
へ
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　
　

健
康
福
祉
課
☎︎
２
２−

０
１
９
６

◆
対
象
と
な
る
児
童

・
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
世
帯
主

　

と
同
一
世
帯
で
あ
る
18
歳
以
下
の
児

　

童
（
平
成
17
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以

　

降
の
児
童
）

・
令
和
５
年
12
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
新
生
児

・
別
世
帯
だ
が
扶
養
し
て
い
る
児
童

　

（
例
…
寮
、
下
宿
な
ど
）

◆
給
付
額

　

児
童
１
人
あ
た
り

５
万
円

※
受
給
は
１
人
あ
た
り
１
回
限
り
で
す
。

◆
申
請
方
法

　

４
月
上
旬
に
対
象
と
な
る
世
帯
へ
確

認
書
を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
返

信
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
締
切
り

　

６
月
28
日
㈮
ま
で

　

※
当
日
消
印
有
効

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
福
祉
課
☎︎
２
５−

０
２
５
０

町公式サイト

く しら の 情 報
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通
い
の
場
説
明
会

通
い
の
場
説
明
会

　
　
　
　

開
催
中
！

開
催
中
！

●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーから

　

ま
だ
「
通
い
の
場
」
が
な
く
、「『
通

い
の
場
』
を
、
こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
た

い
」
「
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
知
り

た
い
」
と
い
う
地
域
に
向
け
て
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
説
明
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

立
ち
上
げ
に
必
要
な
も
の
や
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
な
ど
詳
し
く

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
実
施
中
の
会
場
で
は
自
宅
を
会

場
に
し
て
い
た
り
、
移
動
販
売
車
が
来

た
り
と
、
地
域
の
生
活
に
根
差
し
た
場

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
だ
「
通
い
の
場
」
が
な
く
、「『
通

い
の
場
』
を
、
こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
た

い
」
「
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
知
り

た
い
」
と
い
う
地
域
に
向
け
て
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
説
明
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

立
ち
上
げ
に
必
要
な
も
の
や
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
な
ど
詳
し
く

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
実
施
中
の
会
場
で
は
自
宅
を
会

場
に
し
て
い
た
り
、
移
動
販
売
車
が
来

た
り
と
、
地
域
の
生
活
に
根
差
し
た
場

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
町
外
か
ら
の
移
住
を
促
進

す
る
た
め
、
主
に
子
育
て
世
帯
、
新
婚

世
帯
向
け
の
住
宅
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

●
整
備
内
容

◦
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け　

10
戸

◦
新
婚
世
帯
向
け　

10
戸　

　
　
　
　
　
　
　
　

全
20
戸
（
予
定
）

●
整
備
箇
所

　

町
内　

３
箇
所
（
現
在
最
終
調
整
中
）

※
整
備
箇
所
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
改

　

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◦
令
和
６
年　

　
　

建
設
工
事
に
着
手

◦
令
和
７
年
２
月
頃
〜　

　
　

入
居
者
募
集

◦
令
和
７
年
３
月
末　

　
　

定
住
促
進
住
宅
完
成
→
供
用
開
始

●
整
備
手
法

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
を
採
用
し
ま
す
。

〔
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
？
〕

　

民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力

（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
を
活
用
し
、
公
共
施
設

◦
会
場
数

　

38
か
所　

加　

計
…
19
か
所

　
　
　
　
　

戸
河
内
…
12
か
所

　
　
　
　
　

筒　

賀
…
７
か
所

◦
新
規
立
ち
上
げ
件
数

　

１
か
所

◦
立
ち
上
げ
に
関
す
る
説
明
実
施

　

４
か
所

◦
保
健
師　

訪
問
件
数

　

50
件

◦
歯
科
衛
生
士　

訪
問
件
数

　

24
件

◦
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職　

訪
問
件
数

　

27
件

令
和
５
年
度
通
い
の
場

実
績
報
告
　
　
　
　
　

　
　
（
令
和
６
年
３
月
14
日
時
点
）

　

歯
科
衛
生
士
や
リ
ハ
ビ
リ
専
門

職
が
会
場
に
出
向
き
、
体
操
の
指

導
や
、
健
康
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

く しら の 情 報

等
の
設
計
・
建
設
・
改
修
・
更
新
や
維

持
管
理
・
運
営
を
行
う
公
共
事
業
の
手

法
で
す
。

〔
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
〕

◦
建
設
費
、
維
持
費
に
お
い
て
コ
ス
ト

　

削
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

◦
民
間
の
住
宅
管
理
専
門
企
業
の
管
理

　

運
営
に
よ
り
入
居
者
の
サ
ポ
ー
ト
体

　

制
が
充
実
し
ま
す
。

◦
今
回
の
取
り
組
み
は
、
民
間
資
金
と

　

国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

　

事
実
上
の
町
の
負
担
は
０
円
に
な
る

　

仕
組
み
で
す

ス
ト
ッ
プ
！
人
口
減
少

定
住
促
進
住
宅
の
整
備
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す



住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の

　

令
和
５
年
３
月
に
坪
野
地
域
に
夫
婦
で

移
住
さ
れ
た
、
藤ふ

じ

山や
ま

理り

恵え

さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

企
画
課
☎︎
２
８−

２
１
１
２

Ｑ
ご
家
族
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

　

夫
英ひ

で

大ひ
ろ

、
妻
理り

恵え

、
息
子
依い

登と

の
３

人
家
族
で
す
。

　

そ
こ
へ
犬
の
俊し

ゅ
ん
太た

郎ろ
う

、
猫
の
朔さ

く

太た

郎ろ
う

、

ニ
ワ
ト
リ
た
ち
が
８
羽
い
ま
す
。

Ｑ
移
住
を
し
た
き
っ
か
け
は
何
で

　

す
か
？

　

以
前
は
江
田
島
に
住
ん
で
い
た
の
で

す
が
、
夫
が
林
業
の
仕
事
に
転
職
す
る

こ
と
を
き
っ
か
け
に
安
芸
太
田
町
へ
移

住
し
ま
し
た
。

Ｑ
今
の
お
家
の
購
入
の
決
め
手
を

　

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
に
引
っ
越
し
が
決
ま
り
、
４
月

に
は
仕
事
が
始
ま
る
の
で
、
時
間
の
無

い
家
探
し
だ
っ
た
の
で
す
が
、
安
芸
太

田
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
、

企
画
課
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り
決

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

決
め
手
は
大
き
な
庭
と
、
田
畑
が
つ

い
て
い
た
こ
と
で
す
。
ニ
ワ
ト
リ
、
犬
、

猫
も
共
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
手
に

負
え
る
く
ら
い
の
平
屋
で
、
ニ
ワ
ト
リ

が
暮
ら
せ
る
ほ
ど
の
庭
が
あ
る
と
こ
ろ

で
探
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
を
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、
田
畑
が
家
に
つ
い
て
い
た
こ
と

に
も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
移
住
後
の
変
化
を
教
え
て
く
だ

　

さ
い
。

　

転
職
か
ら
移
住
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

結
婚
を
し
た
私
た
ち
で
、
た
く
さ
ん
の

変
化
の
あ
る
１
年
で
し
た
が
、
去
年
第

一
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
１
番
の
変
化

で
し
た
。

　

生
活
の
変
化
と
し
て
は
、
夜
早
く
寝

て
、
朝
早
く
起
き
る
こ
と
が
定
着
し
ま

し
た
。
夜
が
ち
ゃ
ん
と
暗
く
て
静
か
な

環
境
は
、
田
舎
な
ら
で
は
だ
と
感
じ
ま

す
。

Ｑ
12
月
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
さ
ん

　

と
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
？

　

毎
日
暮
ら
す
こ
と
が
精
い
っ
ぱ
い
で

す
。
１
週
間
の
短
い
期
間
で
も
目
に
見

え
て
成
長
し
て
い
く
息
子
に
い
つ
も
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
坪
野
地
区
で
は
18
年

ぶ
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
だ
そ
う
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
あ
た
た
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
の
で
と
て
も
あ
り
が
た
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

Ｑ
今
後
、
や
っ
て
み
た
こ
と
、
挑

　

戦
し
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ

　

さ
い
。

　

山
や
動
植
物
が
大
好
き
な
私
た
ち
な

の
で
、
自
然
に
か
か
わ
る
仕
事
を
生
業

に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
夢
は
、
半
林
半
農
。
林
業
を
す

る
夫
を
中
心
に
、
田
畑
で
米
や
麦
、
豆

や
野
菜
を
育
て
て
販
売
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
穀
物
は
量
り
売
り
、
林
業

に
関
わ
る
身
な
の
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
な

い
、
ゴ
ミ
の
出
な
い
販
売
方
法
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

量
り
売
り
の
お
店
の
中
に
カ
フ
ェ
を

併
設
し
て
、
販
売
し
て
い
る
米
や
麦
、

野
菜
を
パ
ン
や
ス
ー
プ
に
加
工
し
て
実

際
に
食
べ
ら
れ
る
場
所
も
作
り
た
い
…

夫
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
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地
域
商
社
で
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ

ド
や
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
、
四
季
折
々
の

安
芸
太
田
町
の
大
自
然
を
舞
台
に
お
客
様

を
ご
案
内
す
る
「
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ

ド
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
電
バ
ス
と
恐
羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
、
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
の
コ

ラ
ボ
企
画
「
恐
羅
漢
ス
キ
ー
バ
ス
セ
ッ
ト
券
」
の
企
画
乗
車
券
の
販
売

が
好
調
で
、
３
月
末
ま
で
に
延
べ
１
０
５
人
が
広
島
市
内
か
ら
安
芸
太

田
ま
で
広
電
バ
ス
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
福
岡
な
ど
九
州
方
面
か

ら
の
利
用
が
多
く
、
雪
道
の
運
転
が
心
配
な
人
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
実
績
を
受
け
て
以
降
も
引
き
続
き
「
春
の
さ
と
や
ま
旅
」
と
し

て
、
継
続
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

◦
広
島
市
内
か
ら
戸
河
内
IC
ま
で
の
往
復
が
１
，５
０
０
円

◦
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
で
５
０
０
円
ク
ー
ポ
ン
も
し
く
は
、

　

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
も
り
み
ん
エ
ー
ル
」（
税
込
６
６
０
円
）

　

と
引
換

　

道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
で
は
、
こ
の
企
画
乗
車
券
に
併
せ
て
特
別
な

「
お
花
見
弁
当
」
を
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
広
島
市
内
の
お
知
り
合
い
の

方
へ
お
す
す
め
し
て
く
だ
さ
い
。

一般社団法人地域商社あきおおた
〒731−3664 安芸太田町大字上殿632−2

　☎28−1800 FAX28−1843

〔あきおおたDMO〕【道の駅来夢とごうち】

地域商社あきおおた通信　第58号 https://cs-akiota.or.jp

「
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
」
募
集
中
！

あきおおたから
ホームページ

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
は
春
を
感
じ
る

の
に
ぴ
っ
た
り
。
雨
の
日
に
は
、
刳
物
体
験
や
陶
芸

な
ど
お
す
す
め
の
体
験
も
た
く
さ
ん
。

　

さ
ら
に
４
月
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」
に
続

き
、
「
ハ
ン
モ
ッ
ク
」
や
「
テ
ン
ト
サ
イ
ル
」
な
ど

自
然
を
楽
し
む
物
品
の
レ
ン
タ
ル
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
な
ど
の
ウ
ォ
ー
タ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
４

月
中
旬
ご
ろ
か
ら
受
付
開
始
！

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
自
然
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
て
み
て

く
だ
さ
い
♪

TOPIX

春
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
特
集
♪

【
続
】
広
島
市
内
か
ら
広
電
バ
ス

お
得
な
企
画
乗
車
券
で
安
芸
太
田
へ
♪

広電バスMOBIRY
三段峡線春の企画
乗車券あきおおた
から特設ページ

広電バスMOBIRY
新規登録・ログイ
ンページ

　
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
で
は
「
電
動
ア
シ
ス
ト
付

き
自
転
車
」
を
レ
ン
タ
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
に
車
を
停
め
て
、
桜
や
山
野
草
を
見
に
春

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
で
か
け
る
の
も
気
持
ち
い
い
♪

あきおおたから春
の体験特集ページ
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◆◆GO!GO!加計高通信　第116号◆◆

　

２
月
16
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
「
加
計
高
発
！
体
験
活
動
報
告
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
加
計
高

校
で
体
験
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
「
探

究
活
動
」「
国
際
交
流
活
動
」「
特
徴
的
な

取
り
組
み
」
の
３
つ
に
分
け
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

案
内
や
運
営
な
ど
、
活
動
の
一
切
を
生

徒
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
仕
切
り
ま
し
た
。

　

橋
本
町
長
様
を
は
じ
め
町
議
会
議
員
、

町
役
場
、
地
元
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
一
般

の
人
も
含
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
者
を

含
め
る
と
延
べ
２
０
０
人
以
上
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

活
動
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
自
分
た

ち
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
大
き

な
機
会
に
な
り
、
大
勢
が
見
る
場
で
自
分

た
ち
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
必
要
な
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、
今
後

の
自
分
た
ち
の
活
動
方
針
を
深
く
考
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
様
子
や
、
報
告
す
る
生
徒
が

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
加
計
高
校
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

３
月
５
日
、
加
計
高
校
か
ら
27
名
の
卒
業
生
が
旅
立
ち
ま
し
た
。

全
員
が
胸
を
張
り
、
堂
々
と
誇
ら
し
く
巣
立
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
代
表
答
辞
で
は
、
隠か
げ

居い

大だ
い

介す
け

さ
ん
が
、
同
級
生
や
教
職

員
、
保
護
者
に
つ
い
て
の
感
謝
と
と
も
に
、
「
こ
れ
か
ら
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
く
中
で
辛
い
こ
と
が
き
っ
と
あ
り
ま
す
。
で
す
が

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
先
に
は
、
何
倍
も
楽
し
い
こ
と
、
嬉
し
い
こ

と
を
横
に
い
る
仲
間
た
ち
と
過
ご
す
で
し
ょ
う
。
３
年
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
す
。
１
日
１
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。
」
と
後
輩
へ
の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
学
校
行

事
を
縮
小
し
た
り
変
更
し
た
り
と
思
っ
た
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と

も
多
か
っ
た
３
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
は
そ

の
よ
う
な
中
で
も
、
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
国
際
交
流
活
動
、
ミ
ラ
イ
探
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
主
体
的
・
体
験
的
・
探
究
的
学
び
を
実
践
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

卒
業
お
め
で
と
う
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
!!

加
計
高
発
！
体
験
活
動
報
告
会
開
催

第第
7575
回
卒
業
式

回
卒
業
式



ベロニカのページ

32広報安芸太田　広報安芸太田　令和６（2024）年　令和６（2024）年　４４月号月号

国際交流だより国際交流だより

コロラド州の中にある日本文化コロラド州の中にある日本文化
　みなさん、こんにちは！

　桜の季節になりましたね。私が通っていたコロラド州の大学には、日本から贈られ

たオオシマザクラという種類の桜がありました。コロラド州は標高が高く、乾燥した気候のため、

あまり木に咲く花を見ることができないのですが、日本から贈られる時に高地でも生育できる桜の

種類が選ばれたそうです。桜の花といえば、薄いピンク色のイメージですが、このオオシマザクラ

は白い花が咲きます。

　私は、桜と聞くと日本を連想します。そこで今回はコロラド州で日本を感じられるスポットを紹

介したいと思います。

★デンバー植物園の「松風園」

★デンバー桜祭り

　デンバーの寒い冬が終わり、暖かくなると家族でよく訪れ

ていたのがデンバー植物園です。中でも、本格的な日本庭園

である松風園を散策するのが私の楽しみでした。

　デンバー植物園には東京ドーム２個分の広さの中に50を超

える庭園があり、松風園はその中の１つです。日本庭園によ

く見られる池泉式回遊庭園で、中心に大きな池があり、その

周囲を巡る園路があります。

　池には鯉が泳ぎ、園路には石灯籠もあります。池を囲む松

がコロラド原産のポンデローサ松というのがコロラドならで

はですが、樹形は日本庭園にある松の形に整えられています。

　この松風園で私が一番好きな場所は、茶室の外にある盆栽

の展示エリアです。盆栽の小さな鉢の中に自然が凝縮されて

いて、その美しさを魅力に感じます。盆栽は、見た目の美し

さと自分で育てるアートという点が評価され、近年、外国人

にも人気が高いのも納得です。

　ワシントンD.C.の全米桜祭りのように、アメリカの他の都

市では桜を鑑賞する桜祭りも開催されますが、デンバー桜祭

りは桜の時期ではなく、6 月に行われます。音楽、ダンス、

展示、美術工芸品、食べ物などを通じて日本文化を紹介する

野外フェスティバルです。

　日本の魅力を伝えるコロラド州のイベントの中では最もよく知られていて、今年で50回目を迎

える人気のお祭りです。浴衣など和装で参加する人も多く、お祭り自体の雰囲気は日本の夏祭り

のようです。私はこのお祭りにボランティアとして４年間参加しました。

　アメリカではヨーヨー釣りをする機会がないので、子どもたちを呼び込み、ヨーヨー釣りのや

り方やコツなどを説明しました。体験中の子どもを応援したり、ヨーヨーが釣れた子どもと一緒

に喜んだり、途中でこよりが切れた子どもを励ましたり…。まるで私が体験しているかのように

一喜一憂した記憶があります。

　私が子どもの頃住んでいたネブラスカ州には日本文化を紹介するお祭りがなかったので、子ど

もたちに日本文化に興味を持ってもらいたいと思いながらボランティア活動をしていました。今

年度は、イベントなども企画して、みなさんにアメリカについて紹介していきたいと思います。
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　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、筒賀小と加計中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより

　本校では、自他の命を大切にするとともに、互いを思いや

り、よりよい人生を築いていくための学習の一環として、毎

年講師の先生を招き「いのち」の授業を行っています。

　本年度も、町内で助産師として活躍されている小
お

野
の

誉
よ

里
り

子
こ

さんを講師に迎え、２月13日・14日に学年ごとに授業を行

いました。

　授業では、各学年の発達段階に応じた学習内容の工夫をし

ていただき、思春期の心と身体の変化や一人一人が自己の人

生を思い描き、互いに協力することの大切さを学びました。

　今後も地域で活躍されている皆様を講師としてお招きしな

がら、学校教育の更なる充実に取り組んでいきます。小野先

生、ありがとうございました。

　２月28日、令和５年度最後の学校運営協議会を実施しました。

　授業参観の他、１年間の学校の取組と評価について報告し、質疑応答をした後、令和６年度学

校経営構想についてご意見をいただきました。授業参観では、1 年生・図工、２年生・外国語活

動、３～６年生・総合的な学習の時間（活動報告）をご覧いただきました。

　委員の皆さんからは、「筒賀小学校の子どもたちは、堂々と自分から意見が言える。これも、

協調学習の成果だろうか。」「リーダー学習とはどんな学習なのか？」「なぜこのような取組をし

ているのか、その意義を、ぜひ、子どもたちとも共有してほしい。」といったご意見をいただき

ました。リーダー学習については、近いうちにご紹介できればと思います。

　１年間、「つつがっ子応援団」として委員をお引き受けいただいた皆さん、大変ありがとうご

ざいました。

※５・６年生が作成した井仁棚田マップは「井仁棚田交流館」に、ポスターは広島市内のイベントなど

　で掲示していただく予定です。

いのちの授業

今年度最後の学校運営協議会がありました筒賀小より

加計中より

4月9日㈫　
町内小・中学校入学式

加 計 小…13：30　 加　計　中…9：30
筒 賀 小…10：30　 安芸太田中…9：00
戸河内小…10：45
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 図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

移動図書館やまびこ号運行日程表移動図書館やまびこ号運行日程表 〈令和６年度上半期〉

巡回場所 時　　間 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

火
曜
コ
ー
ス

加計小学校（４〜６年生） 10：15～10：35

16日 14日 11日 9日 6日 10日

猪　山（猪山集会所） 11：00～11：15

加計小学校（１〜３年生） 12：45～13：15

認定こども園あさひ 13：20～13：40

津　浪（ぷらっとホームつなみ） 13：45～14：00

坪　野（つぼの地区交流センター） 14：05～14：20

安　野（安野ふれあいセンター） 14：30～14：45

津都見 14：50～15：05

修　道（修道保育所） 15：15～15：30

水 加計中学校 13：00～13：25 17日 15日 12日 10日 7日 11日

木
曜
コ
ー
ス

小　板（見浦牧場前・堀田商店前） 9：30～ 9：45

18日 16日 13日 11日 8日 12日

横　川（アルペンハウス前） 10：10～10：25

松　原（松原簡易郵便局前） 11：00～11：15

戸河内小学校（４〜６年生） 12：50～13：15

戸河内小学校（１〜３年生） 13：15～13：35

殿　賀（寿光園） 14：00～14：15

浄　善（浄念寺前） 14：25～14：40

金
曜
コ
ー
ス

筒賀小学校 10：20～10：35

19日 17日 14日 12日 9日 13日

月の子（長源寺下） 11：00～11：15

安芸太田中学校 13：10～13：30

井　仁（井仁棚田交流館） 13：55～14：10

筒賀児童センター 14：25～14：45

土　居（松信園） 15：00～15：30

どなたでも、各巡回場所をご利用いただけます。どんどん利用してね。おまちしてまーす。

本館月末休館日 ４月３０日（火）

「発達障害啓発週間」「発達障害啓発週間」
（（4/24/2−−4/84/8））展示展示

えほんのもり おはなし会えほんのもり おはなし会

本館：4月2日（火）～4月20日（土）

本館…4月27日（土）10：30

世界自閉症啓発デー（4 ⁄ 2）と発達障害
啓発週間に合わせて、本館、筒賀、戸河
内分室の資料を展示します。

本のリサイクル市本のリサイクル市
◆日時：4月24日（水）9：00～
　　　　　　　　　　5月13日（月）17：00
◆場所：川・森・文化・交流センター　

　　　　　　1階　ロビー



　

家
庭
か
ら
ご
み
を
出
さ
れ
る
際
に
は
、
ご
み
の
区
分
ご
と
に

安
芸
太
田
町
指
定
の
「
燃
え
る
ご
み
」・「
燃
え
な
い
ご
み
」・

「
資
源
ご
み
」・「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
指
定
袋
に
入
れ
、
一

袋
あ
た
り
の
重
さ
を
10
㎏
未
満
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ご
み
は
「
粗
大
ご
み
利
用
券
」
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
指
定
袋
に
入
っ
て
い
な
い
」

「
重
さ
が
10
㎏
以
上
」「
指
定
袋
か
ら
は

み
出
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
場
合
に
は
、

収
集
で
き
ま
せ
ん
。

※
一
部
の
ご
み
は
袋
か
ら
は
み
出
て
い
て
も
収
集
し
ま
す
。

　

（
家
庭
ご
み
五
十
音
辞
典
等
参
照
）

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
安
芸
太
田
町
家
庭
ご
み
分
別
五
十
音
事
典
」
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
分
別
の
際
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
衛
生
対
策
室
☎︎
２
３−

１
１
２
０

山
県
警
察
署　

☎
２
２－

０
１
１
０

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
！

山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
実
施
期
間
】

　

４
月
６
日
㈯
～
４
月
15
日
㈪

　

ま
で
の
10
日
間

【
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　
『
今
日
も
ま
た
　
あ
な
た
の
無
事
故
　
待
つ
家
族
』

【
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
・
フ
ラ
ッ
グ
リ
レ
ー
に
つ
い
て
】

　

◆
開
催
日
時
／
４
月
５
日
　
午
前
９
時
～

　

◆
開
催
場
所
／
テ
ン
ト
村　

安
芸
太
田
町
役
場
前

　
　
　
　
　
　
　

フ
ラ
ッ
グ
リ
レ
ー　

安
芸
太
田
町
一
円

　

毎
年
春
秋
に
行
っ
て
い
る
テ
ン
ト
村
・
フ
ラ
ッ
グ
リ
レ
ー
を
今

年
も
行
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
、
道
路
交
通
法
改
正

に
よ
り
自
転
車
利
用
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
れ
ば
、
交
通
事
故

発
生
時
の
被
害
を
大
き
く
軽
減
し
ま
す
の
で
、

自
転
車
を
運
転
す
る
際
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
袋
や
ご
み
の
「
重
さ
」

ご
み
袋
や
ご
み
の
「
重
さ
」

に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
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安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時～午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29～1/3を除きます。）
◎携帯電話・PHSからも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった
　場合でもお気軽にお電話ください。

審査  23−00067

広告

0120−116116

●
安
芸
太
田
町

　

ご
み
分
別
五

　

十
音
事
典
Ｌ

　

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

　

ア
カ
ウ
ン
ト
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し尿収集日粗大ごみ収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120ｰ32ｰ9026
　へお願いします。

４
月

12日㈮ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

15日㈪ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
16日㈫ 修道
17日㈬ 津浪一円・筒賀東区
19日㈮ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

22日㈪ 天神町・巴町・道の口・古市・新町
神田町・空条・本町・東旭町・西旭町

23日㈫ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
24日㈬ 程原・津都見・船場・来見

５
月

１日㈬ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
７日㈫ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
８日㈬ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
10日㈮ 上本郷・吉和郷・打梨・那須

13日㈪ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

14日㈫ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷

※粗大ごみ集積場所に出してください。（一般
　のごみ集積所と異なる場合があります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載され
　ている収集区域です。収集区域によって収集
　日が異なりますので、お間違えのないようお
　願いします。

４
月
８
日
㈪

粗大ごみ①区域
筒賀全域・与一野・才中得・寺領
長原・箕角・上殿中央・長田
杉の泊　※草尾は電話

４
月
22
日
㈪

粗大ごみ②区域
下本郷・上本郷・下田吹・上田吹
吉和郷・遊谷・戸河内土居・打梨
那須・横川・柴木・川手・梶ノ木
板ケ谷・松原・小板 
※打梨・那須・横川は電話

広告

　
春
分
の
日
の
積
雪
に
は
驚
き
ま
し
た
が
、

役
場
前
の
桜
が
美
し
く
咲
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
「
み
ん
な
が
読
み
た
い
広

報
」
を
目
標
に
掲
げ
、
少
し
ず
つ
下
地
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。

　
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
意
見

も
反
映
し
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
き
ま
す
の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
小
中
高
生
に
も
興
味
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、「
ま
ち
が
い
探
し
」
コ
ー

ナ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
家
庭
で
の
話
題
作

り
に
な
る
と
幸
い
で
す
。（
１
回
で
終
わ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
笑
）

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
ご
愛
読
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

リンク先／町公式サイト

編 集 後 記

５月号の発送は５月９日㈭を予定してい
ます。
発送日に変更がありましたら、無線放送
でお知らせします。

◦国民健康保険税 …………… 第１期
◦介護保険料 ………………… 第１期

（納期限／４月30日）
※納付期限を必ず守りましょう。

今月の納税等

来月の発送日
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まちがい探し １

　

昨
年
実
施
し
た
町
神
楽
協
議
会
戸
河
内
支
部
に
よ
る
「
神
楽
の

出
前
授
業
」
は
、
戸
河
内
小
学
校
４
年
生
に
と
っ
て
有
意
義
な
機

会
に
な
っ
た
こ
と
は
広
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
出
前
授
業
で
の
体
験
を
受
け
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
、
同

支
部
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
何
か
し
ら
形
に
し
た
い
子
ど
も
た
ち

と
、
６
月
１
日
に
主
催
す
る
「
中
国
地
方
選
抜
神
楽
競
演
大
会
」

を
盛
り
上
げ
た
い
町
商
工
会
青
年
部
と
の
間
で
話
が
ま
と
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
同
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
作
り
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
八
岐
大
蛇
を
「
ち
ぎ
り

絵
」
で
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
迫
力
の
あ
る
仕
上
が
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
町
内
外
で
広
く
掲
示
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
原
型
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
「
ち
ぎ
り
絵
」

は
、
同
大
会
当
日
、
会
場
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
会

場
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

　

町
神
楽
協
議
会
筒
賀
支
部
で
は
、
筒
賀
小
学
校
５
・
６

年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
受
け
継
が
れ
て
き
た
地

域
の
宝
～
神
楽
～
」
に
お
い
て
、
２
学
期
に
神
楽
の
出
前

授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
よ
う
な
子
ど
も
に
神
楽

の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
神
楽
体
験
を
企
画
し
た
た
め
、
筒

賀
支
部
で
は
一
部
の
道
具
を
貸
し
出
す
と
と
も
に
、
神
楽

の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
弓
・
矢
、
烏
帽

子
な
ど
の
道
具
を
手
作
り
し
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　

保
育
所
か
ら
小
学
３
年
生
を
迎
え
た
体
験
会
で
は
、
神

楽
ク
イ
ズ
、
「
塵
倫
」
の
一
部
披
露
、
神
楽
道
具
の
実
技

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
開
催
す
る
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
の

台
詞
回
し
も
上
達
し
、
神
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
演
じ
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

戸
河
内
小
学
校

筒
賀
小
学
校

戸
河
内
小
・
筒
賀
小
に
よ
る
神
楽
の
取
り
組
み

まちがいは５つあるよ! 上殿さくら公園　

　
町
内
か
ら
三
谷
神
楽
団
、
堀
神
楽
団
、

松
原
神
楽
団
が
出
演
し
ま
す
。

　
こ
ち
ら
も
お
楽
し
み
に
！


